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栃木市の人口

野州大塚駅＜いちご研究所前＞がお披露目
今月の表紙

　６月 15日、「いちごカラー」へ模様替えした東武宇都宮線
野州大塚駅がお披露目されました。
　栃木県農業総合研究センターいちご研究所の最寄り駅とし
て、栃木県産のいちごをＰＲする取組のひとつとして、副駅名
も「いちご研究所前」となりました。お近くへお出掛けの際は、
模様替えした野州大塚駅をぜひご覧ください。

03 市政トピックス／まちの話題

04
防災特集

避難を考える

08

今月の注目情報
　選挙管理委員会からお知らせです／戦争体験を聞く会・
とちぎ非核平和展・とちぎ平和展・広島平和記念式典中学
生派遣報告会を開催します　ほか

11
きらりとちぎ人
　  栃木市消防団女性分団  大橋 由依 さん

14
Information

14 お知らせ／ 16 募集／ 18 催し／ 20 講座／ 21 スポーツ

22 関東どまんなかサミット情報

23 みんなの伝言板

24 子育て広場

26
健康情報
「1 か月児健康診査」の費用を助成します ほか

28 文化芸術・プロスポーツ

30 まちかどニュース

32
ハートランド私が案内します
　 ハートの形の水がめ 大島 秀則 さん 山下 千尋 さん 　※住民基本台帳より　5 月末現在   （ ）内は前月比

人口 153,747 人 (‐61)
男 76,998 人 (‐   8)
女 76,749 人 (‐53)

世帯数 67,683 世帯 ( + 97)

24時間365日年中無休

家族葬の事前相談
受付中

家族葬専用式場

栃木 箱 森 店
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Topics forTopics for TTOCHIGIOCHIGI 市政トピックス市政トピックス

日本一を目指すエイジェック硬式野球部を応援しましょう

　6月 27日、栃木市・小山市を拠点とするエイジェック
硬式野球部が市長を表敬訪問し、都市対抗野球大会本大会
出場への意気込みを語りました。エイジェック硬式野球部
は、６月に行われた「第 95回都市対抗野球北関東大会」
で３勝し、7月 19日から東京ドームにて開催される「第
95回都市対抗野球大会」本大会への出場権を獲得しまし
た。３年ぶり２回目、第１代表での出場は初となります。

　６月９日、岩舟総合運動公園（岩舟町三谷）において、
消防本部と消防団が合同で水防訓練を実施しました。
　台風や大雨等で発生する水害を想定した訓練で、水防工
法（積土のう工、竹流し工）、ボートによる救出、無線の
運用訓練など、基本的な訓練から実践的なものまで、災害
発生時に迅速かつ的確な活動が行えるよう訓練しました。
（※水防工法とは、洪水被害の拡大を防ぐ目的で行われる
応急処置作業のことです）

エイジェック硬式野球部が
都市対抗野球大会本大会へ出場します

消防本部および消防団
合同水防訓練を実施しました

まちの話題まちの話題NEWS ofNEWS of TT ownown

　５月19日、市内在住のネパール人で構成するネパール
コミュニティ（代表ルイテル マヘス氏）と地域の方々が
共同でボランティアによる清掃活動を実施しました。

　この清掃活動を通して「市民の
皆さんに自分たちの存在を理解し
ていただき、市内に住むほかの外
国人の手本になりたい。」との思い
から、年２回行われています。 栃木駅北口から万町交番までの区間を清掃しました

「とちぎネパールコミュニティ」による
清掃活動が行われました

　6月 14日～ 30日、太平山県立自然公園内あじさい坂
において、「とちぎあじさいまつり」が開催されました。

　西洋あじさいをはじ
め、額あじさい、山あ
じさいなど約 2,500
株が咲き誇り、市内外
から訪れた多くの観光
客を楽しませました。

とちぎあじさいまつりが開催されました

竹流し工訓練

救出訓練 無線訓練

積土のう工訓練

広報とちぎ 2024.83
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防災特集

 災害からの「避難」について、考えてみたことはありま

すか？日頃から防災意識を高めておく・・・とはいうもの

の、日常の中でいつも意識するのはなかなか難しいもの。

 年に１度で良いので、ご自身の「防災対策」や「避難」

について、じっくりと向き合う時間を取ってみませんか？

危機管理課 ☎ （21）2551

知っていますか？
二つの「避難」

　よく耳にする災害からの「避難」という言葉。実は、避難には２種類ある

ことをご存じですか？「緊急避難」と「避難生活」。似ているようで実は違う

この二つの「避難」を知ることが、避難を考える上で大切です。

緊急避難 避難生活緊 生

緊急避難場所

垂直避難
（2階以上）

車中泊
（広域避難）

安全な場所にある
親戚・知人宅、旅館

自宅での避難 避難所

　災害が起こってしまった時や起こりそうな時、命を守る
ための行動をとることを言います。例えば水害の場合、
浸水深より高い場所や浸水しない場所、土砂災害警戒区域
の外など、災害発生時や災害の危険が高まっている時間帯
を、安全な場所で過ごすことが、緊急避難となります。

被災していない
親戚・知人宅

　緊急避難をして命が助かった後に、自宅やお住まい
の地域が被災して、普段通りの生活ができなくなった
場合、避難所などで仮の生活を送ることを言います。市
の「避難所」での生活が代表的な例ですが、遠方の親戚
や知人を頼る方法（縁故避難）や、自宅の損傷してい
ない部分を利用して生活する方法
（在宅避難）などもあります。
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考
え
る

緊

緊

情報収集の
方法を確認

緊急避難先を
確認しておく

　水害や土砂災害から、いつ緊急避難をするか判断するためには、情報

収集が大切。いざという時に情報を集める手段を、複数持っておくと安

心です。

　一般的には「避難」＝「市の避難所（緊急避難場所）に行くこと」という

イメージがありますが、大人数が一度に避難してくる避難所よりも、より

良い選択肢があるかもしれません。いくつかの方法を考えておきましょう。

パソコンやスマートフォンで テレビやラジオなどで

防災ラジオ
　通常のラジオ（AM・FM）のほか、
市からの災害時緊急放送を受信すると
自動起動して最大音量で伝えます。
価格　１台 7,500 円（75歳以上だけの世帯 2,500 円）
購入のお問い合わせは　危機管理課　☎ （２１）２５５１

FMくらら８５７（栃木市のコミュニティラジオ）
　FM８５. ７Mhz（市販のラジオでも受信できます）

行政防災無線（防災スピーカー）
　市から発令する避難情報などをお知らせします。
最新の放送内容を電話で聞くこともできます。
防災行政無線電話応答サービス ☎ （２４）３３２２

親戚・知人宅、旅館
　安全な場所に暮らす、頼れる親戚
や知人はいませんか？日頃から相談
しておくと、いざという時に安全・
安心に避難できます。
　安全な場所にある旅館
やホテルで災害をやり
過ごす方法もあります。

車中泊・広域避難
安全な地域に車で前

もって避難する方法もあります。
車中泊する場合は、エコノミー
クラス症候群に注意しましょう。

市の避難所（左表）
市では、災害時にいち

早く避難所を開設できるよう、
市の避難所のうち、左表の２３か所を、
「優先的に開設する避難場所」とし
て準備をしています。
　必ず市からの開設情報を確認し
てから避難しましょう。

NHK 総合テレビ（データ放送）
　リモコンのｄボタンを押すこと
で、避難情報や避難場所、河川
の水位などを確認できます。

緊急速報メール（登録不要）
　避難情報や緊急地震速報など、国や県、市からの緊急
情報が、スマートフォンに自動で配信されます。

真名子小学校 体育館
関東ホーチキにしかた体育館（西方総合文化体育館）
都賀公民館
合戦場小学校 体育館
寺尾中学校 校舎
吹上公民館
皆川公民館
きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（市民交流センター）
国府北小学校 体育館
南小学校 校舎
栃木東中学校 校舎 
栃木西中学校 校舎
とちぎコミュニティプラザ（５コミ）
学悠館高校 体育館
大平公民館
大平中央小学校 校舎
大平東小学校 校舎
大平南小学校 体育館
CITY GYM ＆ SPA 遊楽々館（岩舟健康福祉センター）
岩舟公民館
藤岡保健福祉センター
藤岡小学校 校舎
旧藤岡第二中学校 校舎
※ 災害の種類や状況に応じて上記の避難場所を開設
し、緊急速報メールなどでお知らせします。

優 先 的 に 開 設 す る 避 難 場 所

登録制メールから
　「cc9 生活安全情報メール」に登録する
ことで、受け取りたい情報をご自分で選択
して受信することができます。

ホームページ・SNS から
　市のホームページや X（旧 Twitter）、
Facebook などで、避難や災害に関する
情報をお知らせします。

自宅（安全な場所にある場合）
「ハザードマップ」で
ご自宅の安全性を確認
しましょう。自宅が安
全な場所にあるならば、
災害時は家から出ないことが一
番。浸水想定区域内でも、浸水深
50cm未満であれば、自宅でやり
過ごせる場合があります。

２階以上へ垂直避難
（３m未満の浸水想定区域）

自宅が浸水想定区
域内でも、浸水深 3m未満であれ
ば 2階でやり過ごせる場合があり
ます（※） 既に浸水が始まっている場合
は、避難所へ移動するのは危険な
ことも。いざというとき、2 階で
一晩過ごせるかを考えてみましょう。
必要なものがあれば、あらかじめ
2階に置いておきましょう。
※ ３m未満でも、家屋倒壊等氾濫想定区
域内にある場合は避難が必要です。

自宅（安全な場所にある場合）
「ハザードマップ」で

スマートフォンのアプリから
　Yahoo!やNHKなどの防災アプリは、プッ
シュ通知で災害情報を受信できます。水害
や土砂災害の情報は、気象庁の「キキクル」で。

広報とちぎ 2024.85



緊こんな時はどこに逃げる？
状況に応じた複数の選択肢を

　「どこに逃げるか」を決めていても、

発災時にはそのとおりには行動できないこ

とも。災害の状況ごとに、自分だったらどう

逃げるか複数の選択肢を考えておくと安心です。

レベル5 緊急安全確保
命の危険 直ちに安全確保！

　台風で大変な大雨。テレビから住んでいる地域に「レベル５ 緊急安全確保」

の情報が。こんな時、もしまだ自宅の 1階にいたとしたら、すでに逃げ遅れて

いる可能性があります。少しでも命の危険が少なくなる行動を取りましょう。

浸水想定区域（０.５ｍ〜３ｍ）内の自宅にいたとしたら・・・

→ ２階以上にすぐ避難できますか？平家建ての場合、近所の２階建のお宅に避難
させてもらうことはできますか？

「氾濫発生情報」や「大雨特別警

報」が発表され、既に災害が発

生している可能性が高い

危険な場所から高齢者等は避難

　突然携帯電話が鳴ったと思ったら、栃木市から「高齢者等避難」の緊急

速報メールが。災害が起きる可能性が非常に高くなっている状況です。避難

に時間がかかる人はすぐに避難。そのほかの人も、避難の検討を始めましょう。

浸水想定区域や土砂災害警戒区域内にいたとしたら・・・

→ あらかじめ考えておいた避難先に移動する手段は確保できていますか？今の
うちに車を安全な場所に移動できますか？ 自宅が安全な場所にある場合、
災害の恐れがある場所に住む親戚・知人に声をかけてみませんか？

「大雨警報」「洪水警報」「氾濫警

戒情報」が発表。災害発生の危

険が高まっている

レベル3 高齢者等避難

レベル4 避難指示
危険な場所から全員避難

　降り続く大雨を心配していたら、テレビや防災ラジオから「避難指示」の

情報が。いつ災害が起こってもおかしくない状況です。できる限り早く、

安全な場所に全員避難してください。

浸水想定区域（０.５ｍ〜３ｍ）内の自宅にいたとしたら・・・

→ ２階以上に避難することはできますか？２階で一晩過ごせる準備はできていま
すか？平家建てや、家屋等氾濫想定区域内にある場合、市の避難所や安全な
知人・親戚宅などにすぐに避難できますか？

土砂災害警戒区域内の自宅にいたとしたら・・・

→ すぐに自宅から出て、土砂災害警戒区域の外へ逃げられますか？

「氾濫危険情報」や「土砂災害警

戒情報」が発表。いつ災害が起

きてもおかしくない

レベル2 自らの避難行動を確認
　大型で強い台風が迫っています。天気予報などで、今後の情報を収集しま

しょう。また、ご自身の状況に合わせて避難行動を考えましょう。

→  非常持ち出し品や、携帯電話の充電、ラジオの電池などをチェックしましょう。
　 自主的に早めの避難をしたい方のために、市で「自主避難所」を開設する場合も
あります。「市ホームページ」や「cc9生活安全情報メール」などで確認しましょう。

「大雨注意報」や「洪水注意報」

が発表

もし避難生活が
必要になったら・・・

避難所以外の避難先も検討しておきましょう避難所での生活をイメージしましょう
　「避難所」は共同生活をする場所。少しでも
快適に、そして健康に過ごせるよう、ルールや
マナーを守りましょう。また、避難所の運営に
積極的に参加しましょう。ご自身の普段の生活の
必需品などは、あらかじめ準備しておきましょう。

　どんなに準備をしていても、避難所での集団生活にはストレスがつきも
の。避難生活の疲労などによる「災害関連死」のリスクも。遠方の親戚
や知人と、いざという時にお互い行き来する約束をしておきましょう。　
　水害などで自宅の 2階が無事な場合は、例えば昼間は避難所で過ごし、
夜は自宅に帰って寝る、という方法でストレスを和らげることもできます。

生

レベル1災害への心構えを高める
　「早期注意情報」で警報級の大雨の可能性が。直ちに災害の危険はありません
が、情報を収集して、避難について確認しておきましょう。

　不幸にも自宅が被災してしまった場合、「避難生活」を

する必要に迫られます。普段と違う環境で、少しでもスト

レスなく生活するには、どうしたら良いでしょうか？

避難所での生活をイメージしましょう
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一般　コンタクトレンズ、めがね、ビニール袋
　ティッシュ、トイレットペーパー など

女 性　生理用品、パンティーライナー、大判ストール
　ヘアゴム、ヘアブラシ、白色ワセリン など

家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て

追
加
す
る
も
の

似ているようで違う!?
「非常持ち出し品」と「備蓄品」

　緊急避難の時に避難先で一時的に必要になるもの

と、長期の避難生活で必要になるものは必ずしも同じ

ではありません。「緊急避難」の時、「避難生活」の時、

それぞれどんなものが必要になりますか？

緊 非常持ち出し品 　避難先（友人・知人宅、避難所、自宅の２階など）で一泊することを
目安に、必要なものをすぐに持ち出せるよう準備しておきましょう。

備蓄品生
　もし災害が起きて物流がストップしたり、電気・水などのライフラインが停止したら・・・

ご自身の普段の生活で必要なものを３日分、できれば７日分備蓄しておきましょう。

化

　断水に加え、下水が破
損することで、トイレが

使えなくなることも。トイレ問題は、健康
被害や災害関連死にもつながります。排便
袋と凝固剤がセットになった「携帯トイレ」
が便利です。一人１日 6回分を目安に。 災害時の生活用水に井戸を活用できます

栃木市の「災害時協力井戸」も募集しています

食料の備蓄は
　　　「ローリングストック」で

　断水時に生活用水として井戸を
活用することができます。災害の
時に生活用水をご近所に提供する、
「災害時協力井戸」も募集中です。
詳しくは、１７ページをご覧ください。

　普段から食べているお米やパスタ、レトルト食品や缶詰、
ペットボトル飲料も、立派な災害備蓄に。普段から少し
多めに買っておいて、使ったら買い足す、使ったら買い
足す・・・を繰り返すだけで、万が一災害で流通がしばらく
停止した時も、普段食べ慣れ
ている食材で過ごせます。
　災害時に不足しがちに
なるタンパク質も、缶詰
なら手軽に美味しく摂取
できます。

特に備蓄しておくと良いもの

 水道が長期にわたって断水するこ
とがあります。特に、飲料水は、一

人１日３リットルを目安に準備しておくと安
心です。いつもよく飲んでいるペットボトル
の水やお茶などを多めに箱買いしておい

て、ローリングストック（右上参照）するのもおすすめです。

水

トイレ

非常時用備蓄品の例
□飲料水

□生活用水（風呂などに貯水）

□非常用給水袋・ポリタンク

□食料（非常食、ローリングストック）

□携帯コンロ、ガスボンベ、調理器具

□ラップ、アルミホイル

□衛生用品

□雨具

□使い捨てカイロ

□予備電池

□生活用水（風呂などに貯水）

食料品（避難先で食べる食事）
□飲料水

□カンパン、缶詰、缶切り

□アルファ化米、レトルト食品

□紙皿、紙コップ

□ラップ、アルミホイル

救急医療品
□常備薬（風邪薬、胃腸薬、鎮痛剤など）

□絆創膏、傷薬、包帯

□保険証、お薬手帳

感染症対策
□不織布マスク

□アルコール消毒液、ハンドソープ

□体温計

□ビニール袋、除菌シート

小物道具
□懐中電灯、ヘッドライト

□ラジオ、乾電池

□携帯電話、充電器

□ペン、ノート

□うちわ、扇子

生活用品
□タオル、洗面用具

□歯ブラシ、歯磨き粉

□毛布（ブランケット）

□使い捨てカイロ、ウェットティッシュ

衣類など
□下着・上着、スリッパ・上履き

□レインウエア

□防災ヘルメット、ずきん、軍手

貴重品
□通帳、ハンコ、現金□通帳、ハンコ、現金

高 齢者　保険証、お薬手帳、持病の薬
　老眼鏡、補聴器、入れ歯、柔らかい食べ物 など

ペ ット　ペットフード、キャリーバッグ、ケージ
　水、トイレ用品、おもちゃ など

赤 ちゃん・子ども　哺乳瓶、ミルク、離乳食、スプーン
　バスタオル、母子手帳、紙おむつ
おしりふき、おもちゃ、お菓子類 など
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　　投票所
CITY GYM&SPA遊楽々館
（岩舟健康福祉センター）

旧・投票所
小野寺ふれあい館

新
選挙管理委員会からお知らせです

■岩舟第６投票所が変わります
　11月執行予定の栃木県知事選挙より、小野寺
ふれあい館の廃止に伴い、岩舟第６投票所（新里
宿、新里北中妻、新里荒屋敷、古江第一、古江第二、
古江第三、三谷東、三谷中、三谷西、下岡、上岡
にお住まいの方）がCITY GYM ＆ SPA 遊楽々
館（岩舟健康福祉センター）に変わります。

■ が変わります

　11月執行予定の栃木県知事選挙より、藤岡第３投票所
（荒立北（藤岡）、荒立、向山、荒立第２、通山合、山合、堤外、
底谷、上町、向（藤岡）、国造西（藤岡）、東原、内町にお
住まいの方）が、藤岡総合支所駐車場仮設プレハブから藤
岡総合支所別館１階に変わります。
　また、藤岡総合支所期日前投票所も別館１階に変更にな
ります。

プレハブ

別館

　　投票所
藤岡総合支所 別館
新新

車庫

議会棟

主
要
地
方
道
佐
野
古
河
線

主
要
地
方
道
佐
野
古
河
線

■栃木県知事選挙期日前投票立会人募集
　１人でも多くの皆さんに選挙に関心をもっていただくため、12月８日任期満了に伴う栃木県知事選挙の期日
前投票立会人を募集します。
立会日時　11月（予定）　８時30分～20時
場　　所　きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民交流センター／入舟町）および各総合支所
対　　象　市内に住所を有し、栃木市の選挙人名簿に登録されている18歳以上の方
報 酬  額　１日につき９，６００円　※源泉徴収票作成のためマイナンバーの届出が必要です。
申　　込　８月13日（火）まで　
応募方法　所定の応募用紙（問合先〔市役所本庁舎４階〕や市ホームページに設置）に住所・氏名・生年月日・
　　　　　従事できる日および場所・電話番号を明記のうえ選挙管理委員会へ提出。申し込み状況により、初め
　　　　　ての方を優先します。

問 選挙管理委員会事務局 ☎（２１）２５３１

（岩舟健康福祉センター）

岩舟総合運動公園岩舟総合運動公園

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん選挙のめいすいくん

藤岡総合支所期日前投票所
藤 岡 第 ３ 投 票 所

藤岡総合支所
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栃木市非核平和都市宣言
わが国

くに
は、広

ひろしま
島・長

ながさき
崎に投

とう
下
か
された原

げんし
子爆
ばくだん
弾による世

せかい
界で唯

ゆいいつ
一の戦

せんそう
争被
ひばく
爆国
こく
です。多

おお
くの犠

ぎせい
牲のもとに戦

せんそう
争の悲

ひさん
惨さ、

平
へいわ
和の大

たい
切
せつ
さを学

まな
んだ日

に
本
ほん
国
こく
民
みん
は、憲

けんぽう
法に恒

こうきゅう
久平

へいわ
和の理

りそう
想を掲

かか
げ、その実

じつげん
現に努

つと
めてきました。

しかし、世
せかい
界各
かくち
地に核

かくへいき
兵器が存

そんざい
在し、人

じんるい
類はその脅

きょうい
威にさらされ続

つづ
けています。さらに、わが国

くに
では東

ひがしにほん
日本大

だいしんさい
震 災

による原
げんしりょく
子力発

はつでんしょ
電所の事

じ こ
故が発

はっせい
生し、再

ふたた
び放
ほう
射
しゃ
性
せい
物
ぶっ
質
しつ
の被
ひがい
害と向

む
き合
あ
うことになりました。

栃
とちぎし
木市は、豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん
に恵
めぐ
まれ、歴

れきし
史と伝

でんとう
統に育

はぐく
まれてきたまちです。このまちを誇

ほこ
りに思

おも
う栃
とちぎ
木市
しみん
民は、核

かくへいき
兵器の

脅
きょうい
威のない平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く
らせる社

しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を求

もと
めて自

みずか
ら行
こうどう
動し、未

みらい
来を支

ささ
える子

こ
どもたちに戦

せんそう
争の悲

ひさん
惨さ、平

へいわ
和の

大
たい
切
せつ
さを伝

つた
えていくことを誓

ちか
います。

そして、核
かくへいき
兵器の廃

はいぜつ
絶と平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く
らせる社

しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を全

ぜんせかい
世界の人

ひとびと
々に強

つよ
く訴
うった
え、ここに栃

とちぎし
木市が ｢非

ひかく
核平
へいわ
和

都
と し
市 ｣ であることを宣

せんげん
言します。

平成 24年 3月 1日　                  　　　　　　                   　　　　　　　　                栃木県栃木市

戦争体験を聞く会
　戦争体験の語り部の上

うえ の
野 和

かず こ
子さん、梁

やなしま
島 宏

ひろみつ
光さんに、戦時中に

どんなことが起きていたのかをお話しいただきます。
日時　８月17日（土）14時～ 16時
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館／旭町）展示室
定員　70人（予約不要）
費用　無料

とちぎ平和展
日時　８月13日（火）～16日（金）
　　　８時30分～ 17時
場所　市役所本庁舎（万町）４階　通路
内容　出征時に使用した       
　　  軍服等の現物資料や
       戦争の惨状を収めた
      写真パネルを展示し
        ます。
費用　無料

栃木市は非核平和宣言都市です
　市では、核兵器廃絶と世界の恒久平和を推進することを表明するため、平成24年３月１日に「非核平和都市宣言」
を行い、この宣言に基づき各種啓発事業に取り組んでいます。

とちぎ非核平和展 =ヒカリから光へ =
日時　８月15日（木）～18日（日）
　　　10時～ 18時（18日は 16時まで）
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール 展示室
内容　丸木美術館所蔵の原爆の図の複製画や、市ゆ
　　　かりの彫刻家で版画家の鈴木賢二氏とその長
　　　男で彫刻家の徹氏の作品の展示のほか、15日
　　　の16時からは朗読劇とダンス、音楽を交え
　　　たパフォーマンスを実施します。栃木市・賢
　　　二版画絵巻プロジェクト共催。   費用　無料

戦争体験を聞く会・とちぎ非核平和展・とちぎ平和展戦争体験を聞く会・とちぎ非核平和展・とちぎ平和展
　・広島平和記念式典中学生派遣報告会を開催します　・広島平和記念式典中学生派遣報告会を開催します
戦争の悲惨さや核兵器のおそろしさを知り、命の尊さや平和について考えてみませんか。多くの皆様のご来場

をお待ちしています。

広島平和記念式典中学生派遣報告会
　市立中学校２年生26人で構成される広島平和記念式典中学生派遣団が広島市を訪れ、
戦争や広島への原子爆弾の投下について学んできます。中学生が広島への派遣を通して
学んだことや感じたことを、報告会にて発表します。ぜひご来場ください。
日時　８月22日（木）18時 30分～ 19時 30分
場所　きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民交流センター／入舟町）大交流室
対象　どなたでも

問 総務人事課 ☎（21）２３４２
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栃木市創業支援中村由美子基金活用事業

※写真はビジネスプランコンテスト 2023表彰式

対象　市内で創業を目指す方、創業後間もない方、
　　　すでに創業していて新たな事業展開を目指す方
募集　８月１日 (木 ) ～ 10月 31日 ( 木 )
スケジュール（一部変更となる場合があります）
　　・ブラッシュアップセミナー【基礎編】（11月 26日（火））
　　・書類審査会（12月 17日（火））
　　・若手経営者との意見交換会 （12月）
　　・ブラッシュアップ個別相談会【応用編】（令和 7年 1月 17日（金））
　　・プレゼンテーション審査会・表彰式（令和 7年２月 18日（火））
　　・ステップアップ個別相談会（令和 7年３月 5日（水））

参加費　無料
その他その他　詳細等については、市ホームページ等でお知らせします。　　　　　　詳細等については、市ホームページ等でお知らせします。　　　　　
 問 商工振興課 ☎（２１）２３７1 商工振興課 ☎（２１）２３７1
※※創業に役立つ知識の習得の場の１つとして、栃木市の創業支援等創業に役立つ知識の習得の場の１つとして、栃木市の創業支援等
事業計画に位置付けられた「創業塾」があります。事業計画に位置付けられた「創業塾」があります。
詳細は、栃木商工会議所☎（23）３１３１へ。詳細は、栃木商工会議所☎（23）３１３１へ。

蔵の街とちぎ蔵の街とちぎビジネスプランビジネスプランコンテスト２０２４コンテスト２０２４

市内で新規創業をお考えの皆さ

ん、創業して間もない皆さん、事

業化したいビジネスプランはあり

ませんか？

　今年も、栃木市の活性化に貢献

するプランを大募集！

　優秀なプランには奨励金を贈呈

するほか、各種セミナーや個別相

談会を開催し、皆さんの“夢”の

実現を全力で応援します！

■デコ活に取り組もう！
　栃木市は、環境省が展開する2050年カーボンニュートラル
および2030年度削減目標の実現に向けて、国民・消費者の行
動変容、ライフスタイル変革を強力に後押しするための、新し
い国民運動「デコ活（脱炭素につながる新しい豊

かな暮らしを創る国民運動）」に参画しました。市民・事業者の皆さんも脱炭素社会の実現に向け、
できることから「デコ活」に取り組みましょう。

デ 電気も省エネ　断熱住宅電気も省エネ　断熱住宅　　　　　　　　  　コ こだわる楽しさ　エコグッズこだわる楽しさ　エコグッズ

　カ 感謝の心　食べ残しゼロ感謝の心　食べ残しゼロ　　　　　　　　  　ツ つながるオフィス　テレワークつながるオフィス　テレワーク

問 カーボンニュートラル推進課　☎（21）2591

10



な
に
ご
と
も
経
験
！

現
在
、
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
女
性
分
団

員
と
し
て
も
活
躍
す
る
大
橋
さ
ん
。
普
段
の

活
動
を
尋
ね
る
と
、「
火
災
予
防
な
ど
の
啓

発
活
動
が
主
な
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
保
育

園
で
の
防
災
教
室
の
開
催
や
、
防
災
訓
練
の

際
に
、
市
民
の
方
々
に
応
急
手
当
や
救
急
救

命
の
指
導
や
普
及
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
大
橋
さ
ん
が
、
消
防
団
に
入
っ

た
の
は
、
高
校
生
の
こ
ろ
同
級
生
の
友
人
に

誘
わ
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。「
正
直
、
誘
わ
れ
た
と
き
は
悩
み
ま

し
た
よ
。」
と
本
音
を
語
り
、「
そ
れ
で
も
、

高
校
卒
業
を
間
近
に
控
え
、『
新
し
い
こ
と

を
始
め
て
み
よ
う
。な
に
ご
と
も
経
験
だ
！
』

と
思
い
切
っ
て
消
防
団
へ
飛
び
込
み
ま
し

た
。」
と
当
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

活
動
を
通
し
て
自
身
に
変
化
が
︙

消
防
団
に
入
る
前
の
自
身
の
こ
と
を
、

「
内
向
的
で
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
思
考
で
し
た
。」
と
振
り
返
り
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
で
は
、
学
校
で
は
得
ら

れ
な
い
様
々
な
経
験
・
学
び
が
あ
り
ま
し

た
。
幅
広
い
年
代
の
先
輩
達
の
様
々
な
考
え

方
に
触
れ
た
り
、
防
災
や
救
急
救
命
を
市
民

の
方
々
へ
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
な
か
で
、
自
信

も
芽
生
え
、
自
身
の
変
化
を
実
感
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

今
回
の
取
材
は
、
消
防
庁
舎
の
会
議
室

を
借
り
て
行
い
ま
し
た
が
、
消
防
署
員
と
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
す
大
橋
さ
ん

は
明
る
く
元
気
！
そ
こ
に
内
向
的
な
姿
は

な
く
様
々
な
経
験

が
、
良
い
影
響
と

な
り
、
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の

が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

こ
れ
か
ら
消
防
団
に
入
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
う
と

「
ま
ず
は
入
っ
て
み
る
だ
け
で
も
良
い
と
思

い
ま
す
よ
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
先

輩
や
仲
間
た
ち
と
話
し
て
い
く
う
ち
に
『
よ

し
！
や
っ
て
み
よ
う
』
と
思
え
た
の
で
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
就
職
を
控
え
る
大
橋
さ
ん
で

す
が
、「
可
能
で
あ
れ
ば
、
消
防
団
の
活
動

は
続
け
た
い
で
す
ね
。
自
分
の
意
見
を
言
う

の
が
苦
手
な
の
で
、
今
よ
り
も
っ
と
積
極
的

に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
前
向
き

で
す
。

　栃木市消防団女性分団員として、活躍する大学生の大橋さん
にお話を伺いました。また大橋さんは、９月に開催される第
29回全国女性消防団員活性化とちぎ大会の準備委員会の委員
としても精力的に活動しています。

大
おおはし
橋 由

ゆ い
依 さん

栃木市消防団女性分団

　10月 5日（土）～ 14日（月・祝）に開催する、歌麿まつり。
10月 5日（土）には、喜多川歌麿が描いた世界をイメージし
た「歌麿道中」を開催。このイベントの出演者を募集します。
日時日時　10 月 5 日（土）８時～ 18 時頃（衣装着替え・練
習時間を含む）※雨天時は 10月 6日（日）に延期のため、
両日とも参加可能な方。
場所場所　巴波川会場（塚田歴史伝説館付近）（予定）　
応募方法応募方法　募集要項の応募用紙（問合先、市ホームページ、
歌麿協議会ホームページ〔2次元コード参照〕に設置）に必
要事項を記入のうえ、問合先に郵送または直接応募。協議
会ホームページからも応募可※詳細は募集要項を参照。応
募者多数の場合は書類選考。　
受付期限受付期限　８月19日（月）必着
その他　その他　歌麿道中は、江戸時代の浮世絵師喜多川歌麿の世
界をイメージしたものであり、当時の吉原の制度を容認ま
たは美化する意図は一切ありません。
問 歌麿を活かしたまちづくり協議会事務局（蔵の街課内） 

☎（２１）２５７３

役柄 人数

おいらん １人

カムロ（子役）２人

芸者 １人

新造 ２人

女将 １人

「歌麿道中」「歌麿道中」 出演者募集出演者募集

役柄 人数

喜多川歌麿 １人

蔦屋重三郎 1人
善野喜兵衛
（通用亭徳成）１人

役柄 人数

傘持ち １人

肩持ち 1人

金棒持ち ２人

応募資格は役柄により異なります
２次元コードからご確認の上、申込ください

広報とちぎ 2024.811



　バブルボール（風船のようなもの）を身に着けて行うサッカーが「バブルサッカー」です。
ぶつかりあったり、ころがったり…、普段とは一味違うサッカーが楽しめます。バブルボー
ルが衝撃を吸収するので痛くない！大人も子どもも楽しめます。参加賞もご用意していま
すすので、ぜひご参加ください！ので、ぜひご参加ください！
日　時日　時　９月８日（日）　９時 �� 分～ �� 時　※受付：９時 �� 分～　９月８日（日）　９時 �� 分～ �� 時　※受付：９時 �� 分～
場　所場　所　関東ホーチキにしかた体育館（西方総合文化体育館／西方町本郷）　関東ホーチキにしかた体育館（西方総合文化体育館／西方町本郷）
対　象対　象　市内在住者（小学生以上）※小学生は保護者同伴（保護者は見学でも可能）　市内在住者（小学生以上）※小学生は保護者同伴（保護者は見学でも可能）
定　員定　員　40 人（先着順）　40 人（先着順）
費　用費　用　無料※参加賞あり　無料※参加賞あり
内　容内　容　バブルサッカーの体験や、参加者同士による試合　バブルサッカーの体験や、参加者同士による試合
持　物持　物　運動ができる格好、体育館シューズ、飲み物　運動ができる格好、体育館シューズ、飲み物
申　込申　込　８月１日（木）８時 �� 分～ �� 日（水）�� 時までに　８月１日（木）８時 �� 分～ �� 日（水）�� 時までに
　　　　電子申請システムにより申込※１回で３人までの申込み可能　　　　電子申請システムにより申込※１回で３人までの申込み可能
問 スポーツ課　☎（２５）０９３０ スポーツ課　☎（２５）０９３０

Let’ｓ ENJOYLet’ｓ ENJOY バブルサッカー！バブルサッカー！
　バブルボール（風船のようなもの）を身に着けて行うサッカーが「バブルサッカー」です。　バブルボール（風船のようなもの）を身に着けて行うサッカーが「バブルサッカー」です。
ぶつかりあったり、ころがったり…、普段とは一味違うサッカーが楽しめます。バブルボーぶつかりあったり、ころがったり…、普段とは一味違うサッカーが楽しめます。バブルボー
ルが衝撃を吸収するので痛くない！大人も子どもも楽しめます。参加賞もご用意していま やって楽

しいやって楽しい

見て楽しい見て楽しい

事 業 概 要 図 

巴
波
川

永
野
川 清

水
川

旧
赤
津
川

荒
川

県
庁
堀
川

旧赤津川放水路
令和５年８月完成

旧赤津川第１調節池整備工事
令和５年12月～令和6年9月

旧赤津川第2調節池
令和6年3月完成

平井川第1調節池
令和5年9月完成 凡例

（塗りつぶし：完成・施工中）
　〇：調節池整備
　〇：排水施設
〇：公共施設貯留
　〇：放水路整備

清水川地下貯留施設整備工事
令和５年9月～令和6年7月

平井川排水施設整備工事
令和５年12月～令和7年2月

治水対策室 治水対策室からのお知らせ

＜治水対策整備の現況＞
巴波川流域関連
　令和元年東日本台風で甚大な浸水被害を受けた市街地
部において、放水路および調節池の整備を進めています。
令和６年度は、清水川で 2つ目の地下貯留施設の工事を
行う予定です。
永野川流域関連
　県で実施している永野川復旧事業改修に合わせ、市で
は、出水期においてたびたび浸水被害が生じている薗部
町 4丁目地内の永野川右岸において、調節池および排水
施設の整備を進めています。令和６年度は、調節池の工
事を行う予定です。

　工事期間中、地域の皆さまにはご不便をおかけします
が、ご協力をお願いします。

  問 治水対策室 ☎（２１）２７８５

旧赤津川第2調節池（令和6年3月完成） 清水川地下貯留施設（令和6年５月時点）

12



消費生活センター（本庁舎 2 階）☎ (23)８８９９  FAX（23）８８２０

　夏休みは子どもたちの自由な時間が増え、大人の目も
行き届かなくなりがちなため、スマートフォンやゲーム
機での課金トラブルの相談が多く寄せられます。

事例１　自宅の Wi-Fi につなげてオンラインゲームで
遊ばせるため、保護者の古いスマートフォンをアカウン
トにログインした状態で小学生の息子に渡した。後日、
クレジットカードの明細に身に覚えのない合計３０万円

（５０回利用）の請求があり、子どもがゲームで課金し
たと分かった。子どもに聞いたところ、クリックしたら
アイテムが買えたと言っていた。
事例２　娘がゲーム実況配信者に約１０万円の投げ銭を
してしまったようで、クレジットカードの明細をみて気
が付いた。ファン同士で競争のように投げ銭をし、自分

も配信者に喜んでもらいたかったという。

　保護者の古いスマートフォンを子どもに使わせる時
は、ワンクリック購入（クレジットカードが登録された
ままで、１回のクリックでオンライン上の支払いができ
る機能）等の設定を必ず削除してください。また、子ど
ものスマートフォンやゲーム機は、課金時に保護者のパ
スワード入力を必須にしたり、利用時間や使い方を管理
できるペアレンタルコントロール機能を設定しましょ
う。オンラインゲームや投げ銭行為は、高額課金だけで
なく依存症などの心配もあります。親子でよく話し合い、
利用についてのルールを決めましょう。
　不安に思ったり、トラブルが生じた場合は、消費生活
センター等へ相談しましょう。

子どものスマートフォン等での課金トラブル

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内
相 談 日 時 場 所 問 合 先

弁護士相談（要予約）
（弁護士が法的な見解等を助言）
※予約開始
　9 月分：8/1（木）～
 10 月分：9/2（月）～
　（各日 8 時 30 分より受付）
※ 同じ案件での相談は 2 回まで
（異なる会場で相談しても同様）

8月9 日（金）、23 日（金）、
9月13 日（金）、27 日（金）10 時～12 時 本庁舎 2 階 市民相談室 市民生活課

☎（21）2122
9 月 19 日（木）10 時～ 12 時 大平隣保館 ☎（43）6611 0120-46-7830
9 月 17 日（火）10 時～ 12 時 藤岡総合支所 別館 2 階 会議室

市民生活課
☎（21）2122

8 月 20 日（火）10 時～ 12 時 都賀総合支所 別館 2 階 会議室
9 月 24 日（火）10 時～ 12 時 西方総合支所 1階 会議室
8 月 19 日（月）10 時～ 12 時 岩舟総合支所会議室棟 1 階第 1 会議室

法律相談（要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催 8 月 6 日（火）、20 日（火）9 時～12 時 大平地域福祉センター

ふるさとふれあい館
社会福祉協議会大平支所
☎（43）0294

宅地建物相談（売買や賃貸借、所有と管理）
予約開始：8/1（木）8 時 30 分～ 8 月16 日（金）10 時～12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 市民生活課
☎（21）2122

司法書士相談（相続・遺言、不動産登記、成年後
見制度等）予約開始：8/1（木）8時30分～ 8 月 21日（水）10 時～12 時
行政書士相談（相続・遺言、農地転用、開発行為
等の手続き）予約開始：8/1（木）8時30分～ 8 月16 日（金）14 時～16 時
消費生活相談（要予約）

（商品やサービスなど消費生活全般）月～木曜日 9 時～12 時、13 時～16 時 本庁舎 2 階 消費生活センター☎（23）8899 FAX（23）8820

合同相談

（行政相談・人権相談）

　♦移動県民相談も同時開設

8月 13 日（火）、♦27 日（火）10 時～ 12 時 本庁舎 2 階 市民相談室

市民生活課
☎（21）2122

9月 19 日（木）10 時～ 12 時 大平総合支所 1階 相談室
9月 17 日（火）13 時 30 分～15 時 30 分 藤岡総合支所 別館 2 階 会議室
8 月 20 日（火）10 時～ 12 時 都賀総合支所 別館 2 階 会議室
9月 24 日（火）13 時 30 分～15 時 30 分 西方公民館 2 階 小会議室
8月 19 日（月）13 時 30 分～15 時 30 分 岩舟総合支所会議室棟 1 階第 1 会議室

市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日 9 時～17 時 本庁舎 2 階 市民相談室

人権相談 月～金曜日 8 時 30 分～17 時 15 分 大平隣保館☎（43）6611 0120-46-7830、厚生センター☎（24）
2444、人権・男女共同参画課☎（21）2161

配偶者等からの暴力（DV）相談 月～金曜日 9 時～16 時 配偶者暴力相談支援センター☎（21）2218
いじめ相談電話 月～金曜日 9 時～17 時

※土日祝日･時間外は事前に予約が必要
本庁舎青少年育成センター☎（24）0667✉ gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

青少年相談（非行問題・不登校など） 本庁舎青少年育成センター☎（23）6566✉ gakusyu03@city.tochigi.lg.jp
家庭児童相談（0 ～17 歳の子ど
もとその家族、ヤングケアラー等）月～金曜日 9 時～16 時 こども家庭センター☎（25）5149

児童虐待相談 月～金曜日 8 時 30 分～17 時 15 分 こども家庭センター☎（25）5149 ※左記以外の時間は☎ 189

女性・ひとり親家庭相談 月～金曜日 9 時～16 時 こども家庭センター☎（25）8033
障がい児者相談（福祉サービスの利用・障が
いを理由とする差別・合理的配慮及び虐待防止）

月～金曜日
8 時 30 分～17 時 15 分 本庁舎障がい福祉課 障がい児者相談支援センター係

☎（21）2219 FAX（21）2682ひきこもり相談（要予約）
　※事前にお話を伺います。

第 2 木曜日（次回 8 月 8 日）
10 時～12 時、13 時～15 時

就労支援相談（要予約）
（40 歳未満の就労相談）

第1・3月曜日13時～21時 第1・3土曜日17時～21時 祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎（22）3113

第2・4月曜日13時～21時 第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎（43）5191

高齢者相談（介護や福祉、生活全般、虐待）月～金曜日 8 時 30 分～17 時 15 分 本庁舎 栃木中央地域包括支援センター係 ☎（21）2245・2246
もの忘れ相談

（認知症の専門員による相談） 8 月 9 日（金）10 時～11時 30 分 本庁舎 1階 市民スペース
栃木中央地域包括支援センター係 ☎（21）2171・2246

広報とちぎ 2024.813
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
を
更
新
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
（
兼
高
齢
受
給
者
証
）
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、
８
月

１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
（
兼
高
齢

受
給
者
証
）
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し

い
保
険
証（
兼
高
齢
受
給
者
証
）は
、

７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
５
月

末
日
時
点
の
情
報
で
作
成
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
す
で
に
市
役
所
で
喪
失

手
続
き
が
済
ん
で
い
る
方
に
も
行
き

違
い
で
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
は
、
お
手
数
で
す
が
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
は
、
保
険

証
の
発
行
が
廃
止
に
な
る
令
和
６
年

12
月
２
日
以
降
で
も
内
容
に
変
更
が

な
け
れ
ば
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。

　
今
回
は
、
新
し
い
保
険
証
の
送
付

と
と
も
に
、
被
保
険
者
の
方
に
安
心

し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
個
人
番
号
の
下
４
桁
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
自
分
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
下
４
桁
と
一
致
す
る
か
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
が
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

保
険
証
）
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
切
り
替
わ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
の

喪
失
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
１

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
更
新
の
ご
案
内

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
多
く
か
か

る
場
合
、
病
院
に
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、

同
じ
診
療
月
の
１
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
な
り
ま
す
。
ま
た「
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
た
方
は
入
院
時
食
事
代
も
減

額
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
等
は

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
引
き
続
き
、
認
定
証
等
が
必
要

な
方
は
７
月
24
日
か
ら
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象　

限
度
額
適
用
認
定
証

・
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い

世
帯
・
70
歳
以
上
の
方
は
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未

満
の
方

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

・
70
歳
未
満
の
方
は
国
民
健
康
保
険

税
に
未
納
が
な
く
、
か
つ
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
・
70
歳
以
上
の
方
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
世
帯
に
未
申
告
の
方
が
い
る
場

合
、
正
し
い
区
分
の
限
度
額
適
用
認

定
証
等
を
発
行
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
所
得
の
申
告
を
し
て

か
ら
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

問 

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
１

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ

　
消
防
本
部
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
聴
覚
・
言
語
障
害
者
向
け
」

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
会
話
の
不
自
由
な
方
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面
を
タ
ッ
チ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
消
防
へ
１
１
９
番
通
報
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
際
し
て
は
、

事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
登
録
を
ご
希
望
の
方
は

申
請
窓
口
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
５
月
か
ら
２
次
元
コ
ー
ド

で
登
録
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
下

記
の
２
次
元
コ
ー

ド
は
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

す
。　

問 

消
防
本
部　

通
信
指
令
課
（
平

柳
町
１
丁
目
）
☎

（22）
０
１
１
９
（
ガ

イ
ダ
ン
ス
６
番
）　

FAX 

（23）
６
５
６
２

※
手
話
通
訳
者
は
常
駐
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
筆
談
な
ど
で
の
会
話
と
な

る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
課　
　

☎
（21）
２
２
０
３

こ
ん
な
時
は
国
民
年
金
の
手
続
き
を

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
。
年
金
の
種
別
は
次
の
３
種

類
で
、
種
別
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

や
変
更
な
ど
の
手
続
き
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
者
・
学

生
等

　
年
金
の
手
続
き
は
、
全
て
ご
自
身

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
お
勤
め
の
方
等

　
年
金
の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の
事

業
主
が
行
い
ま
す
が
、
60
歳
未
満
で

退
職
し
た
場
合
は
、
第
１
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
ご
自
身

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

14
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第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　
年
金
の
手
続
き
は
、
配
偶
者
の
勤

め
先
の
事
業
主
が
行
い
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
60
歳
未
満

で
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た

め
の
手
続
き
を
ご
自
身
で
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
配
偶
者
の
退
職
／
②
本
人
の
パ
ー

ト
等
収
入
の
増
加
／
③
配
偶
者
の
死

亡
／
④
離
婚
な
ど

第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
手
続
き
に

必
要
な
も
の

・
資
格
喪
失
証
明
書
等

・
手
続
き
さ
れ
る
方
の
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
通
知
カ
ー
ド
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
一
つ

・
来
庁
さ
れ
る
方
の
ご
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
等
）

【
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
】・
委

任
状
（
様
式
自
由
）

場
所　
栃
木
年
金
事
務
所
（
城
内
町

１
丁
目
）、
保
険
年
金
課
（
本
庁
舎

２
階
）、
各
総
合
支
所
地
域
づ
く
り

推
進
課

問 

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（22）
４
１
３
１

保
険
年
金
課　
　
　
☎

（21）
２
１
３
４

令
和
６
年
全
国
家
計
構
造
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
は
本
年
10
月
か
ら

11
月
ま
で
の
２
か
月
間
、
全
国
家
計

構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
準
備
調
査
と
し
て
、
８
月
か
ら
調

査
員
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
域

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
に
日
々
の

収
入
や
支
出
な
ど
を
回
答
い
た
だ

き
、
国
民
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
社

会
保
障
や
福
祉
政
策
の
検
討
な
ど
、

国
民
生
活
に
身
近
な
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
「
統

計
法
」
の
規
定
に
よ
り
適
正
に
管
理

し
、
統
計
作
成
目
的
以
外
の
使
用
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
～
12
月

対
象　
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
世
帯

問 

総
合
政
策
課　

  

☎
（21）
２
３
０
６

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
お
よ
び

公
聴
会
の
延
期
の
お
知
ら
せ

　
広
報
と
ち
ぎ
７
月
号
掲
載
の
「
都

市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
お
よ
び
公
聴

会
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て
、
縦
覧

お
よ
び
公
聴
会
開
催
を
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
縦
覧
期
間
お
よ
び
公
聴
会

の
開
催
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

改
め
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問 

都
市
計
画
課　

  

☎
（21）
２
４
３
１

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

日
時
　
７
月
23
日
（
火
）
～
８
月
29

日
（
木
）

対
象
　
市
内
全
て
の
農
地

内
容
　
農
地
を
見
回
り
、
耕
作
の
状

況
な
ど
か
ら
遊
休
農
地
に
な
っ
て
い

な
い
か
判
断
し
ま
す
。

  

そ
の
際
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
等
が
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
９
４

ア
ダ
プ
ト
制
度
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

　
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
個
人
や
団

体
、
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
に
道
路
・

河
川
・
公
園
の
公
共
施
設
に
お
い

て
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の
制
度
で

す
。

　
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加

入
を
始
め
、
清
掃
用
具
の
貸
出
や
草

花
の
種
・
球
根
の
配
布
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

～
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
～

（
１
）
市
へ
問
合
せ
を
す
る

（
２
）
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域

を
設
定
し
、
届
出
書
を
提
出
す
る

（
３
）
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
す

（
４
）
市
と
協
議
し
な
が
ら
維
持
管

理
活
動
を
行
う

問 

道
路
・
河
川:

道
路
河
川
維
持

課　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
７
７
３

公
園:

公
園
緑
地
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
７
７
９

本
人
が
窓
口
に
来
庁
で
き
な
い
場

合
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
代

理
受
取
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
原
則
、

申
請
者
ご
本
人
に
受
け
取
り
い
た
だ

き
ま
す
が
、
病
気
や
身
体
の
障
が
い

等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
来

庁
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
り
、
代
理
人
（
法
定
代
理
人

ま
た
は
任
意
代
理
人
）
の
方
が
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
来
庁
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
理
由
は
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

代
理
人
受
取
に
必
要
な
書
類

　
申
請
者
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
等
を
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
必
ず
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
に

つ
い
て
）

注
意　

仕
事
が
多
忙

と
い
う
理
由
は
、「
や
む
を
得
な
い

理
由
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
平
日
の

受
け
取
り
が
難
し
い
方
は
、
日
曜
窓

口
（
毎
月
第
２
日
曜
午
前
中
・
予
約

制
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
日
曜
窓
口
の
ご
案
内
）

問
市
民
生
活
課　

☎
（21）
２
１
２
６

大
平
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（43）
９
２
０
９

藤
岡
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（62）
０
９
０
３

都
賀
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（29）
１
１
０
２

西
方
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（92）
０
３
０
６

岩
舟
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
７
５
４
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す

訓
練
日
時　
８
月
28
日
（
水
）
11
時

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム
＋『
こ

れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
』

×
３
＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／
防
災
ラ
ジ

オ
（
自
動
起
動
し
、
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら

８
５
７
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
が
流

れ
ま
す
）
／
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｌ

字
放
送
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
ま
す
）

問
危
機
管
理
課　

  

☎
（21）
２
５
５
１

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　
こ
の
機
会
に
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
道

路
を
美
し
く
、
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ

く
り
の
た
め
に
、
道
路
や
側
溝
清
掃

な
ど
身
近
な
道
路
の
美
化
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
清

掃
に
必
要
な
用
具
は
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
道
路
河
川
維
持
課
☎

（21）
２
７
７
３

子
育
て
支
援
の
た
め
の
寄
附

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
株
式
会
社
セ
レ
モ
ー
ル
様
よ

り
１
３
７
，
５
０
０
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
子
育
て

環
境
の
充
実
の
た
め
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
子
育
て
総
務
課  

☎
（21）
２
１
６
５

教
育
支
援
金
の
寄
附

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

栃と
ち
ぎ木

都み
や
こラ

イ
オ
ネ
ス
支
部
様
よ

り
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
教
育
支
援

と
し
て
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
市
内
小

中
学
校
の
施
設
整
備
等
の
た
め
に
有

効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
学
校
施
設
課　

  

☎
（21）
２
４
６
３

地
域
福
祉
基
金
へ
の
寄
附

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
、
株
式
会
社
い
ろ
は
様
よ
り
地

域
福
祉
基
金
へ
４
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
地
域
福

祉
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課　

  

☎
（21）
２
２
０
１

絵
画
の
寄
贈

      

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

岩
舟
町
在
住
の
画
家
田た
な
か中

重じ
ゅ
う
こ
う光

様
よ
り
、小
野
寺
小
学
校
へ
、

小
野
寺
地
区
の
風
景
を
題
材
と
し
た

絵
画
作
品
『
夕ゆ
う
や
け焼

の
詩う

た
』
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
小
野
寺
小

学
校
へ
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
学
校
施
設
課　

  

☎
（21）
２
４
６
３

募

集

市
営
住
宅
入
居
情
報

市
営
住
宅

川
原
田
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１
戸

（
２
階
）

大
宮
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
１
階
）

城
内
南
第
２
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

平
井
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
４
階
）
※
単
身
可

共
通
事
項

申
込
期
間　
８
月
５
日
（
月
）
〜
９

日
（
金
）

入
居
日　
９
月
１
日
（
日
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細
は
申

込
先
へ
。

申
込
先　
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管

理
セ
ン
タ
ー　
　
　
☎

（21）
８
６
７
７

※
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

を
対
象
に
、
市
営
住
宅
の
無
償
提
供

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
建
築
住
宅
課　

  

☎
（21）
２
４
５
１

と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
の
募
集

対
象
　

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
満

18
歳
以
上
の
方
（
市
の
議
員
・
行
政

委
員
・
常
勤
の
職
員
の
方
を
除
く
）

②
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
を
２

つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
こ
と

③
平
日
夜
間
に
開
催
予
定
の
審
査
会

に
出
席
で
き
る
方

任
期　
２
年
間
（
10
月
１
日
〜
令
和

８
年
９
月
30
日
）

定
員　
２
人

内
容　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
関
す
る
審
議
な
ど

報
酬　
１
回
４
，
０
０
０
円
（
年
に

１
回
程
度
）

申
込　
所
定
の
応
募
書
類
（
き
ら
ら

の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
、
本
庁

地
域
政
策
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

設
置
）
を
直
接
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

16



た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
問
合
先
へ
提
出

８
月
20
日
（
火
）
必
着

選
考
方
法　
書
類
選
考
（
必
要
に
応

じ
、
面
接
を
実
施
）

問 

地
域
政
策
課
（
き
ら
ら
の
杜
と
ち

ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
）
☎

（24）
０
３
５
２

市
民
活
動
推
進
事
業
審
査
委
員
会

委
員
の
募
集

対
象

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
満

18
歳
以
上
の
方
（
市
の
議
員
・
行
政

委
員
・
常
勤
の
職
員
の
方
を
除
く
）

②
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
を
２

つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
こ
と

③
平
日
夜
間
に
開
催
予
定
の
審
査
会

に
出
席
で
き
る
方

任
期　
２
年
間
（
10
月
１
日
～
令
和

８
年
９
月
30
日
）

定
員　
２
人

内
容　

市
民
活
動
推
進
補
助
事
業

（
と
ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
）
に
応
募
し

た
事
業
の
審
査
、
団
体
へ
の
助
言
な

ど報
酬　
１
回
５
，
０
０
０
円
（
年
に

３
回
程
度
）

申
込
　
所
定
の
応
募
書
類
（
き
ら
ら

の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
、
本
庁

地
域
政
策
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

設
置
）
を
直
接
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
問
合
先
へ
提
出

８
月
20
日
（
火
）
必
着

選
考
方
法　
書
類
選
考
（
必
要
に
応

じ
、
面
接
を
実
施
）

問 

地
域
政
策
課
（
き
ら
ら
の
杜
と
ち

ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
）
☎

（24）
０
３
５
２

栃
木
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域

計
画
）
検
討
会
委
員
の
募
集

　
「
人・農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
計
画
）」

と
は
、
農
業
の
担
い
手
の
不
足
や
高

齢
化
が
進
む
中
、
５
～
10
年
後
を
見

据
え
、
誰
が
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う

に
し
て
耕
作
し
て
い
く
の
か
を
、
地

域
に
お
け
る
話
合
い
に
基
づ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
令
和
７
年
度
に

地
域
計
画
へ
と
移
行
す
る
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
検
討
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
（
農
業
の
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
）

内
容　
検
討
会
（
年
１
～
３
回
、
平

日
夕
方
の
開
催
を
予
定
、謝
礼
あ
り
）

に
出
席
し
、
市
民
の
立
場
か
ら
意
見

を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
員　
若
干
名

申
込　

８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

申
込
書
（
問
合
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
設
置
）
に
記
載
の
う
え
、直
接・

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
問
合
先
へ
提
出

問 

農
業
振
興
課　

  

☎
（21）
２
３
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
FAX

（21）
２
５
７
２

✉nourin@
city.tochigi.lg.jp

『
ご
み
減
量
宣
言
事
業
所
』 

                        

を
募
集
し
ま
す

　
ご
み
の
発
生
抑
制
・
再
利
用
・
再

資
源
化
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、「
栃
木
市
ご
み
減

量
推
進
に
関
す
る
宣
言
書
」
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
ご
み
減
量
宣
言
事
業

所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
事
業
所

※
既
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
所
は
除
き
ま
す
。

応
募
資
格　
「
ご
み
減
量
宣
言
」
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
事
業
所

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
（
提

出
先
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設

置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出 

※
随
時
受
付
中

宣
言
事
業
所
の
メ
リ
ッ
ト

宣
言
事
業
所
の
名
称
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
で

公
表
し
ま
す
。

宣
言
事
業
所
の
紹
介

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

提
出
先

ク
リ
ー
ン
推
進
課
、
商
工
振
興
課
、

各
地
域
づ
く
り
推
進
課

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

災
害
時
に
井
戸
水
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
災
害
時
に
市
民
等
へ
、
飲
料
水
以

外
の
生
活
用
水
（
洗
濯
、ト
イ
レ
等
）

と
し
て
井
戸
水
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
に
、
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
危
機
管
理
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
要
件

①
市
内
に
あ
る
井
戸
で
、
継
続
的
に

使
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
災
害
時
に
無
償
で
、
市
民
等
へ
井

戸
水
を
提
供
で
き
る
こ
と
。

③
井
戸
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
等
明

ら
か
に
異
常
が
あ
り
、
生
活
用
水
と

し
て
の
使
用
に
不
適
当
な
水
質
で
な

い
こ
と
。

④
井
戸
水
を
く
み
上
げ
る
た
め
の
ポ

ン
プ
、
つ
る
べ
等
が
あ
る
こ
と
。

⑤
井
戸
枠
等
が
安
全
で
あ
る
こ
と
。

⑥
井
戸
の
周
囲
に
水
を
汚
染
す
る
よ

う
な
も
の
が
な
い
こ
と
。

⑦
災
害
時
に
市
民
等
へ
生
活
用
水
の

円
滑
な
提
供
が
行
え
る
よ
う
、
井
戸

の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
よ
り
継
続

的
、
適
正
に
管
理
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

⑧
市
民
等
に
広
く
周
知
で
き
る
よ
う

井
戸
の
所
在
地
お
よ
び
所
有
者
の
氏

名
を
公
表
で
き
る
こ
と
。

※
①
～
⑧
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問 

危
機
管
理
課  　
☎

（21）
２
５
５
１

栃
木
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

者
表
彰
事
業
者
の
募
集

　
本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
積
極
的
な
事
業
者
を
募
集

し
、
選
考
の
上
２
者
程
度
、「
栃
木

市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
」
と

し
て
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
取

組
を
広
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　
次
の
取
組
を
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
る
市
内
の
事
業
者

〇
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
取
組

〇
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
す
る

取
組　
な
ど

申
込　
所
定
の
応
募
用
紙
（
問
合
先

窓
口
お
よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

設
置
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

問
合
先
に
直
接
ま
た
は
郵
送
、
メ
ー

ル
で
提
出

10
月
10
日
（
木
）
17
時
必
着

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
実
施
要
綱
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
表
彰
事
業
者
に
は
、
表
彰
式
で
、

賞
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
取
組

内
容
を
発
表
し
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
６
２
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
登
録
事
業

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
世
帯
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、
お
む
つ

替
え
や
授
乳
の
で
き
る
場
所
が
あ
る

市
内
の
施
設
を
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
登
録
し

て
い
る
施
設
で
は
、
営
業
・
業
務
時

間
中
は
自
由
に
お
む
つ
替
え
台
や
授

乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で

き
、
施
設
の
目
印
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
の
の
ぼ
り
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
施
設
の
一
覧
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
下
記
の
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
内
の
事
業
者
の
方
へ
～
会
社
に
お

む
つ
替
え
・
授
乳
ス
ペ
ー
ス
あ
り
ま

せ
ん
か
？
～

　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
登
録
事
業
で
は
登

録
施
設
を
随
時
募
集
し
て
お
り
、
現

在
、
民
間
施
設
と
公
共
施
設
で
80
か

所
の
登
録
施
設
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
市
内
の
事
業
者
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
設
置
・

登
録
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
乳
幼
児

を
持
つ
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
外

出
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
施
設
に
は
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
ロ
ゴ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や

の
ぼ
り
旗
を
お
渡
し
し
、
設
置
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
所

が
あ
る
事
業
者
の
方
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
問
合
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
登
録
申

請
の
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

子
育
て
総
務
課  

☎
（21）
２
１
６
５

催

し

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
盆 

～
第
47
回
つ
が
市
民
盆
踊
り
大
会    

   

＆
２
０
２
４
つ
が
花
火
大
会
～

　
都
賀
地
域
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
『
盆
踊
り
大
会
』
お
よ
び
『
花
火

大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
盆
踊
り
や

夜
空
を
彩
る
花
火
を
満
喫
し
、
夏
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
『
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
盆
』
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
３
日
（
土
）
15
時
～
20

時
15
分
（
荒
天
時
は
４
日
）

※
場
合
に
よ
り
開
催
時
間
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

場
所　
都
賀
市
民
運
動
場
（
都
賀
町

原
宿
）

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
盆
踊
り
大
会
お
よ
び
花
火
大

会問 

つ
が
市
民
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員

会
（
都
賀
公
民
館
）
☎

（27）
５
０
５
０

「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
観
察
会
」

参
加
者
募
集

　
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ヨ
シ

原
を
ね
ぐ
ら
と
し
南
の
国
へ
渡
る
力

を
蓄
え
る
ツ
バ
メ
。

　

数
千
～
数
万
羽
の
ツ
バ
メ
が
集

ま
っ
て
ヨ
シ
原
に
入
る
圧
巻
の
姿
を

観
察
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
８
月
21
日
（
水
）
17
時
集
合　

観
察
17
時
30
分
～
19
時
頃　

※
雨
天
中
止

場
所　

集
合:

渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
城

会
場:

渡
良
瀬
遊
水
地
内

※
観
察
場
所
ま
で
は
市
公
用
車
で
移

動
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
18
人
（
先
着
順
）

申
込　
８
月
１
日（
木
）～
16
日（
金
）

に
電
話
に
て

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

持
物　
汚
れ
て
も
良
い
服
装　

※
希
望
者
に
は
無
料
で
双
眼
鏡
を
貸

し
出
し
ま
す
。

そ
の
他　
天
候
や
そ
の
他
の
条
件
な

ど
に
よ
り
、
ツ
バ
メ
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問 

渡
良
瀬
遊
水
地
課
☎

（62）
１
３
０
１

「
風
船
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
つ
く
り
」
参
加
者
募
集

　
風
船
の
表
面
に
和
紙
や
好
み
の
デ

ザ
イ
ン
の
紙
な
ど
を
張
り
付
け
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
照
明
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　
８
月
18
日
（
日
）
９
時
30
分

～
12
時

場
所　
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
小
学
生
以

下
／
要
保
護
者
同
伴
）

定
員　
24
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
人
３
０
０
円

申
込　
８
月
１
日
（
木
）
９
時
～
問

合
先
窓
口
ま
た
は
電
話

に
て
（
休
館
日
を
除
く

９
時
～
16
時
30
分
）

問 
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（43）
８
６
８
６
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蔦
重
と
歌
麿
を
追
う

其
の
弐:
講
演
会
「【
講
演
】
脚
本

家
の
仕
事
＆
【
対
談
】
歌
麿
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

日
時　

８
月
22
日
（
木
）　

14
時
～

16
時

場
所　

と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜

ホ
ー
ル
（
栃
木
文
化
会
館
／
旭
町
）　

大
ホ
ー
ル

講
師　

栃
木
市
ふ
る
さ
と
大
使　

脚
本
家 

八や

つ津 

弘ひ
ろ
ゆ
き幸 

氏

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会 

会
長 

大お
お
き木 

洋ひ
ろ
し 

氏

令
和
５
年
度
歌
麿
道
中
出
演
者　

和わ

く

い
久
井 

瞳ひ
と
み 

氏

費
用　
無
料

申
込　

不
要
（
当
日
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

栃
木
公
民
館
講
座
「
蔵

の
街
シ
ル
バ
ー
楽
習
塾
」
と
の
合

同
開
催

八
津
弘
幸
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

　

１
９
９
９

年
脚
本
家
デ

ビ
ュ
ー
。
大

胆
な
構
成
力

と
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
ベ
ー
ス
に
し

た
重
厚
な
人
間
ド
ラ
マ
だ
け
で
な

く
、
笑
っ
て
、
泣
け
る
人
情
ド
ラ

マ
を
手
が
け
て
き
た
。
主
な
作
品

に
、「
半
沢
直
樹
」「
下
町
ロ
ケ
ッ

ト
」「
陸
王
」「
家
政
夫
の
ミ
タ
ゾ
ノ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
ち
ょ

や
ん
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊

臣
兄
弟
（
２
０
２
６
年
放
送
予
定
）」

な
ど
。

其
の
参:

学
習
会
「
歌
麿
と
栃
木
」

（
全
３
回
）

日
時　

第
１
回:

８
月
28
日
（
水
）　

14
時
～
15
時
30
分

第
２
回:

９
月
４
日
（
水
）
14
時
～

15
時
30
分

第
３
回:

９
月
11
日
（
水
）
14
時
～

15
時
30
分

場
所　
き
ら
ら
の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の
街

楽
習
館
（
栃
木
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
／
入
舟
町
）
大
交
流
室

講
師　
第
１
回:

歌
麿
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

阿あ

べ部　

治お
さ
む　

氏第
２
回:

栃
木
市
立
美
術
館 

学
芸

員 

形か
た
い井 

杏あ
ん
な奈 

氏

第
３
回:

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
協
議
会 

会
長 

大
木 

洋 

氏

費
用　
無
料

定
員　
20
人（
先
着
順
）

申
込　

申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
電
話

申
込
期
間
　
８
月
１
日
（
木
）
８
時

30
分
～
15
日
（
木
）
17
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く　

そ
の
他　
栃
木
公
民
館
講
座
「
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
の
合
同
開
催

問 

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
事
務
局
（
蔵
の
街
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
７
３

ふ
る
さ
と
農
業
体
験
学
習 

（
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
会
・
新
規
就

農
相
談
会
）

　
栃
木
市
農
業
士
会
と
岩
舟
町
ぶ
ど

う
生
産
出
荷
組
合
と
の
共
催
で
、「
ぶ

ど
う
収
穫
体
験
会
と
新
規
就
農
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。い
わ
ふ
ね
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
て
お
得
に
ぶ
ど
う

狩
り
が
で
き
る
ほ
か
、ベ
テ
ラ
ン
農

家
と
の
就
農
相
談
や
移
住
定
住
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
移
住
相
談

も
で
き
ま
す
。収
穫
体
験
会
の
み
、
相

談
会
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
！

日
時　
９
月
７
日
（
土
）
９
時
～
12

時
頃
（
収
穫
体
験
の
み
の
場
合
は
９

時
～
10
時
15
分
頃
）

場
所　
い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

お
よ
び
岩
舟
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
岩
舟
町
下
津
原
）

対
象　

ぶ
ど
う
に
興
味
が
あ
る
方
、

本
市
に
お
い
て
新
規
就
農
を
考
え
て

い
る
方
（
品
目
は
問
い
ま
せ
ん
）

定
員　
70
人（
原
則
先
着
順
で
す
が
、

新
規
就
農
相
談
会
へ
の
参
加
を
希
望

す
る
方
を
優
先
し
ま
す
）

費
用　
１
家
族
１
，
０
０
０
円
（
１

家
族
あ
た
り
ぶ
ど
う
（
巨
峰
）
を
３

房
摘
み
取
り
い
た
だ
け
ま
す
）

内
容　
①
ぶ
ど
う
（
巨
峰
）
収
穫
体

験
会
、
②
新
規
就
農
相
談
会
（
新
規

就
農
の
流
れ
お
よ
び
各
種
支
援
制
度

に
関
す
る
説
明
会
、
個
別
の
就
農
・

移
住
相
談
）

申
込　
８
月
１
日
（
木
）
９
時
～
16

日（
金
）17
時
ま
で
に
問
合
先
へ（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

問 

農
業
振
興
課　

  

☎
（21）
２
３
８
１

勤
労
者
の
為
の
「
タ
ロ
ッ
ト
占
い
」

～
あ
な
た
の
悩
み
や
知
り
た
い
事

の
参
考
に
～

日
時
　
９
月
１
日 

（
日
）
10
時
～
15

時
30
分

場
所
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
在
勤
の
勤
労
者　

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
個
別
相

談
）

内
容　
予
約
制
の
タ
ロ
ッ
ト
占
い

申
込
　
８
月
５
日
（
月
）
～

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

０
円
マ
ル
シ
ェ
で
物
々
交
換 

～
み
ん
な
で
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

　
　
　
　
　
　
し
ち
ゃ
お
う
！
～

日
時
　
９
月
15
日（
日
）10
時
～
12
時

場
所
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

・
品
物
を
提
供
し
た
い
方
は
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
品
物
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た

で
も
ご
参
加
出
来
ま
す
。

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
　
８
月
５
日
（
月
）
～
先
着
順

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

ぶ
ど
う
と
か
ん
ぴ
ょ
う
de
つ
な
が

る
～
丸
い
（
ま
あ
る
い
）
ご
縁
～

み
ぶ
で
友
活
大
作
戦
参
加
者
募
集

　
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
と
栃

木
市
、
壬
生
町
が
共
同
で
開
催
す
る

友
活
イ
ベ
ン
ト
！
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　
８
月
28
日
（
水
）
18
時
30
分

～
20
時
30
分　
※
受
付:

18
時

場
所　

酒
場
ｔ
ｏ
や
さ
い 

お
お
も

り
商
店
（
下
都
賀
郡
壬
生
町
至
宝
）

対
象　
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

定
員　
30
人

費
用　
２
，０
０
０
円

申
込　

申
込
お
よ
び
詳

細
に
つ
い
て
は
、
２
次

元
コ
ー
ド
参
照

問 

地
域
政
策
課　

  

☎
（21）
２
４
５
３
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

講

座

ま
ち
の
保
健
室

　
各
種
測
定
の
他
、
医
療
従
事
者
に

よ
る
健
康
相
談
、
管
理
栄
養
士
に
よ

る
栄
養
指
導
を
偶
数
月
の
土
曜
日
に

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
身
体
の
こ

と
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
３
日
（
土
）、
10
月
５

日
（
土
）、
12
月
７
日
（
土
）、
令
和

７
年
２
月
１
日
（
土
）
13
時
～
16
時

会
場　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
泉
寿
園 

（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
ど
な
た
で
も

費
用　
無
料　
※
施
設
利
用
料
別
途　

内
容　
①
各
種
測
定
（
血
圧
、
体
脂

肪
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
握
力
、
酸
素
飽
和
度

な
ど
）

②
健
康
や
薬
な
ど
に
関
す
る
相
談

協
力　
栃
木
県
看
護
協
会
栃
木
地
区

支
部

申
込　
不
要

問 

泉
寿
園　
　

  　
☎

（27）
３
８
１
８

い
き
い
き
元
気
教
室
③
　

日
時
　
８
月
９
日
（
金
）
13
時
15
分

～
14
時
15
分

対
象　
栃
木
県
内
在
住
の
方　
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
20
人　
※
要
予
約

費
用　
無
料　
※
施
設
利
用
料
別
途

内
容　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康

講
座
（
全
８
回
）

第
３
回「
音
楽
療
法　
～
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
も
心
も
い
き
い
き
元
気
♪
～
」

講
師　
中な

か
の野 

京き
ょ
う
こ子 

氏
（
音
楽
療
法

指
導
員
）

協
力　

国
府
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

申
込　
電
話
ま
た
は
窓
口

問 

泉
寿
園　
　
　

  

☎
（27）
３
８
１
８

シ
ー
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
入
門
講
座

　
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
ガ
ラ

ス
」
や
「
陶
器
」
の
破
片
を
使
っ
て

作
る
「
シ
ー
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
」
を
ご

存
じ
で
す
か
？
夏
の
思
い
出
作
り
に

講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。

日
時　
８
月
23
日
、
30
日
、
９
月
６

日　
金
曜
日
の
３
回
講
座　
19
時
～

21
時

場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15
歳
か

ら
40
歳
の
方
（
学
生
は
対
象
外
）　

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
回
で
１
，
５
０
０
円
（
作

品
を
３
つ
作
り
ま
す
）　

申
込　
７
月
27
日
（
土
）
か
ら
青
少

年
ホ
ー
ム
に
来
館
し
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21
時
、
土

曜
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

老
後
も
安
心
、
終
活
準
備
！

日
時　
８
月
28
日
（
水
）
10
時
～
12

時
（
途
中
休
憩
あ
り
）

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園 

（
千
塚
町
）

対
象　
興
味
が
あ
る
方
ど
な
た
で
も

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
３
５
０
円
、
施

設
利
用
料
の
み

内
容　
①
成
年
後
見
制
度
説
明
②
終

活
に
つ
い
て
③
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
活
用

講
師　

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課
長 

中な
か
じ
ま島 

正ま
さ
ひ
ろ浩 

氏 

持
物　
筆
記
用
具

申
込　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

問 

福
寿
園　
　
　

  

☎
（31）
３
６
６
６

栃
木
市
・
小
山
市
連
携
事
業 

令
和
６
年
度
第
１
回
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
（
あ
っ
た
か
い
ご
員
）
養
成

講
座
受
講
者
募
集

　
簡
単
な
生
活
援
助
や
身
体
介
護
の

知
識
を
学
び
ま
す
。
受
講
修
了
者
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
修
了
者
は
「
緩
和
し
た
基
準
に
よ

る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」、「
緩
和
し
た

基
準
に
よ
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に

従
事
可
能
に
な
り
ま
す
。

日
時　
９
月
17
日（
火
）、24
日（
火
）、

27
日
（
金
）、
10
月
４
日
（
金
）、
８

日
（
火
）、11
日
（
金
）、15
日
（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分　
計
21
時
間

※
９
月
17
日（
火
）は
13
時
30
分
～
17

時
、
10
月
11
日（
金
）は
10
時
～
15
時

場
所　
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー

ル
（
栃
木
文
化
会
館
／
旭
町
）

対
象　
お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
方
で

介
護
に
興
味
の
あ
る
方

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
限　
８
月
31
日
（
土
）

申
込　
問
合
先
宛
て
電
話
ま
た
は
所

定
の
申
込
書
（
高
齢
介
護
課
窓
口
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
入
手
可
）
に
よ
り

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

そ
の
他　
講
座
は
今
年
度
同
一
内
容

で
３
回
開
催
予
定
で
す
。

問 

あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
と
ち
ぎ

　
☎

（21）
８
４
８
８　
FAX

（21）
８
４
８
７

栃
木
市
民
大
学
実
践
講
座

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
活
動
を

と
お
し
て
、
子
育
て
の
課
題
や
外
国

の
方
を
支
援
す
る
方
法
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
応
援
コ
ー
ス　
子
育
て
中
の

方
、
子
育
て
の
経
験
を
活
か
し
た
い

方
、
教
育
に
携
り
た
い
大
学
生
等　

多
文
化
共
生
コ
ー
ス　
外
国
の
方
と

の
関
わ
り
を
支
援
す
る
こ
と
に
関
心

の
あ
る
方
、
外
国
の
方

時
間　
10
時
～
11
時
30
分
（
11
時
30

分
～
12
時
は
参
加
自
由
の
交
流
タ
イ

ム
）
※
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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場
所　
き
ら
ら
の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の
街

楽
習
館 （
入
舟
町
） 

な
ど

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
各
コ
ー
ス
５
０
０
円
※
た
だ

し
、
教
養
講
座
の
受
講
者
は
受
講
料

の
追
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込　
７
月
22
日
（
月
）
～
８
月
16

日
（
金
）　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
か

電
話
で
申
込

問 

生
涯
学
習
課　

  

☎
（21）
２
４
９
１

 

ス
ポ
ー
ツ

第
67
回
栃
木
地
区
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
９
月
16
日
（
月
・
祝
）
※
雨

天
決
行

場
所　

都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
尻
内
町
）

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

プ
レ
ー
費
８
，
８
０
０
円

（
セ
ル
フ
／
食
事
込
）　

参
加
費
２
，

０
０
０
円

競
技
方
法　

新
ペ
リ
ア
方
式
／
18

Ｈ
プ
レ
ー
／
ハ
ー
フ
集
計
／
パ
ー

テ
ィ
ー
な
し
／
清
算
後
に
賞
品
受
取

申
込　
８
月
１
日（
木
）～
31
日（
土
）

ま
で
に
、
電
話
に
て
都
賀
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（31）
１
１
３
５

栃
木
市
ゴ
ル
フ
協
会
栃
木
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（24）
３
３
３
１

ス
ポ
ー
ツ
課　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

とちぎ文化講座　受講生募集
市の歴史や文化を様々な角度から学び、栃木の魅力を再発見してみませんか？

対象　市内在住・在勤・在学の方　　定員　60 人（先着順）　　費用　１，２００円（全６回）
申込　８月９日（金）～ 27 日（火）８時 30 分～ 17 時 15 分に受講料を添えて、直接問合先へ（平日のみ） 
　　　※期間中、電話での仮予約も受付ます（期限までに申込）　　　　　　　　　　問 文化課（21）２４９５

日　時 講　座　名　/　講　師 場所

第１回 ９/１９（木）
１４時～１６時

栃木県方言にみる食べものことばー〈しもつかれ〉を中心にー 
/群馬県立女子大学文学部教授　新井 小枝子（あらい さえこ）氏

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館
（栃木市市民交流センター/入舟町）

第２回 １０/３（木）
１４時～１６時

江戸時代後期以降の栃木町と醤油製造の可能性を考える 
/栃木県立文書館指導主事 鯉沼 美沙（こいぬま みさ）氏

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館
（栃木市市民交流センター/入舟町）

第３回 １０/１７（木）
１４時～１６時

栃木県内唯一の伝建地区「嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区」を知ろう
/栃木市蔵の街課重伝建係　職員

嘉右衛門町伝建地区拠点施設交流館
（嘉右衛門町）

第４回 １０/２４（木）
１４時～１６時

真名子地域と八百比丘尼伝説 
/文化マイスター　中村 良一（なかむら りょういち）氏 
西方文化財愛護ボランティア　荻原 けい子（おぎわら けいこ）氏

真名子出張所※バス移動あり
（真名子夢ホール/西方町真名子）

第５回 １１/１４（木）
１４時～１６時

野州麻の生産から見る栃木の産業 
/栃木県立博物館学芸部長　篠﨑 茂雄（しのざき しげお）氏

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館
（栃木市市民交流センター/入舟町）

第６回 １１/２５（月）
１４時～１６時

藺草（いぐさ）の生産から見る栃木の産業 
/常磐大学教授・人間科学部長　平野 哲也（ひらの てつや）氏

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館
（栃木市市民交流センター/入舟町）

コース 実施日 内容

子
育
て
応
援
コ
ー
ス

9月14日
（土）

子育ての様々な悩みを共有しませんか？下都賀教育事務所の社会教育主事と子育てについて悩
みを持つ保護者による座談会

10月6日
（日）

スポーツを通して交流しよう！「プロが指導するやさしいサッカー教室」（お子さんや家族の方の
参加も可能）　講師：栃木シティフットボールクラブスタッフ　※会場：栃木シティフットボールク
ラブ施設（岩舟総合運動公園内）　※多文化共生コースと合同開催

10月12日
（土）

多様性の時代に子どもが自分らしく生きていくために。「違い」を認め合うヒントを学びます。　
講師：日本語教室指導者　栗又 由利子（くりまた ゆりこ）氏ほか

11月16日
（土）

みんなが学べる居場所つくりについて
講師：NPO法人みんなの学び場おやま　代表　結城 史隆（ゆうき ふみたか）氏

12月8日
（日）

自主夜間中学校体験　※会場：白鴎大学本キャンパス（小山市駅東通り）
※集合時間：9時45分

多
文
化
共
生
コ
ー
ス

8月24日
（土）

日本の文化を一緒に体験しよう！『そば打ち体験教室』　講師：大平あらいそば打ち愛好会
※開講時間：9時　※材料費1,000円をご負担いただきます

10月6日
（日）

スポーツを通して交流しよう！「プロが指導するやさしいサッカー教室」（お子さんや家族の方の
参加も可能）　講師：栃木シティフットボールクラブスタッフ　※会場：栃木シティフットボールク
ラブ施設（岩舟総合運動公園内）　※子育て応援コースと合同開催

10月26日
（土）

何が違うの？一緒に学ぶやさしい日本のマナー教室＆お悩み相談（生活上のマナーやビジネス
マナー等）　講師：海外在住ネパール人協会　栃木支部会長　ギミレ サントス氏

11月30日
（土）

自国の文化を互いに伝え合おう！～いろいろな国の文化について理解を深めよう～
講師：栃木市教育委員会事務局 生涯学習課職員

1月11日
（土）

自国の文化を地域に発信しよう！～自国の文化の素晴らしさの伝え方を考え実践してみよう～　
講師：栃木市教育委員会事務局 生涯学習課職員

広報とちぎ 2024.821



関東どまんなかサミット情報関東どまんなかサミット情報
古河市（茨城県）

夢あんどんと夕涼み夢あんどんと夕涼み

 　幻想的なあんどんの明
かりと共に、夜風に当たりながら、周辺散策
もお楽しみください。
日時 ８月14日（水）・15（木）18時～20時
場所　古河歴史博物館周辺（古河市中央町）
問古河歴史博物館　☎0280（22）5211

板倉町（群馬県）

図画工作ワークス2024図画工作ワークス2024

群馬県の東毛地区で活動する若手芸術家に
よる、小学生を対象としたイベントです。工
作、ぬりえ、手作り遊具制作と、作家の作品
展示があります。残り少なくなった夏休みの
思い出づくりにどうぞ。
日時　8月16日（金）～25日（日）９時
～16時３０分（最終日は15時まで）
場所　わたらせ自然館（板倉町海老瀬）
入場料　無料
問 わたらせ自然館 ☎ 0276（82）1935

加須市（埼玉県）

早起きして、オニバスを観に行こう！早起きして、オニバスを観に行こう！

加須市内には県内唯一
のオニバスの自生地があ
り、例年８月いっぱいま
で紫色の花を咲かせま

す。開花は早朝から昼頃までと短く、午後に
は花を閉じてしまいます。8月 24日（土）
には「オニバスフェスタ」を開
催します。オニバスの生育状況
やイベントなど、詳細は加須市
ホームページをご覧ください。
日時　８月中
場所　加須市飯積地内（北川辺総合支所から
東へ約900m）※駐車場あり
問加須市物産観光協会北川辺支部

☎0280（62）2111
野木町（栃木県）

野木町ふれあい夏祭り野木町ふれあい夏祭り

　郷土芸能の伝承や町民の交流を目的に開催
します。おはやし、盆踊りや体験コーナー、

模擬店など盛りだくさん
のイベントを用意してい
ます。ぜひ、お越しくだ
さい。
日時　8月24日（土）17時～20時 15分
場所　野木町公民館前駐車場（野木町丸林）
問野木町生涯学習課生涯学習係

☎0280（57）4188
小山市（栃木県）

第 13回「小山の日本一ビールまつり」第 13回「小山の日本一ビールまつり」

小山産の農産物をつまみに、小山産のビー
ル麦を使用した美味しいビールを味わえます。
日時　9月6日（金）17時30分～21時・
　　　　　7日（土）12時～21時
場所　小山御殿広場（小山市中央町）
価格 前売券：2,000円（5枚綴り）　　
　　　当日券：500円（1枚）
詳細はホームページをご確認く
ださい。
問小山市観光協会
　　　☎0285（30）4772

す。申問合先ホームページを参照。
問（一社）日本カーシェアリング協
会☎0225（22）1453

特定外来生物クビアカツヤカミキリに注意
　クビアカツヤカミキリは、幼虫がモモ・ウ
メ・サクラ等の樹木内部を食い荒らし、樹木を
衰弱・枯死させる外来害虫です。現在、県南地
域で被害が拡大・深刻化しています。被害拡
大防止のため、クビアカツヤカミキリを発見
した場合、速やかに捕殺・防除するとともに、
お近くの農業振興事務所または農業総合研究
センター環境技術指導部防除課にお知らせく
ださい。問下都賀農業振興事務所 ☎ 0282
（24）1101／農業総合研究センター環境技
術指導部防除課 ☎ 028-665-1244

栃木県立盲学校　体験学習
時幼稚部 11 月 12 日（火）10 時～11 時
30 分／小学部 9月 25 日（水）10時～11
時 30 分／中学部 10 月 9 日（水）10 時～

11時 30分／高等部（普通科）10月 22日
（火）9時 30分～ 12時／高等部（保健理療
科・専攻科）随時場栃木県立盲学校（宇都宮市
福岡町）対視覚に障がいのある幼児児童生徒
とその保護者、視覚に障がいのある成人申小・
中・義務教育学校生は通学している学校へ。
他は2週間前までに電話またはメールにて
問合先へ問栃木県立盲学校☎ 028-652-
2331✉mogakko@tochigi-edu.ed.jp

法務局の「自筆証書遺言書保管制度」
　ご自身で作成した自筆証書遺言書を法務局
に預けることで、大切な遺言書を紛失や改ざ
んなどのトラブルから守ることができ、法務
局職員が遺言書の形式上の要件を満たしてい
るかを審査しますので、形式的無効の発生を
防止することができます。詳しくは、法務局で
配布しているパンフレットまたは法務省ホー
ムページをご覧ください。
問宇都宮地方法務局栃木支局☎
（22）1068

栃木県立県南産業技術専門校10月受講生募集
時 6 か月コース（10 月 9 日（水）～3 月
26日（水））対就職のための技術を身につけ
たい方（求職者等）定セレクトスキル科（機械・
CAD・DXモデリング）：10人、溶接板金科：
5人費受講料無料（テキスト代等自己負担あ
り）申 8月 19日（月）～9月25日（水）（選
考日：9月 27日（金））※施設内見学は随時
受け付けています。※求職登録されている方
はハローワークを通してお申込み
ください。問栃木県立県南産業技
術専門校☎0284（91）0803

渡良瀬遊水地どろんこ庭づくり
時 8月 4日（日）9時～ 12時場部屋南部
桜づつみ公園駐車場（藤岡町部屋）内湿地保
全のヤナギ除去・刈払い申不要問渡良瀬遊
水池を守る利根川流域住民協議会☎（23）
1078（猿山宅）
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  時 日時　場 場所　対 対象　定 定員　費 費用　内 内容　申 申込　問 問合先

相続登記の申請が義務化されました
　4月 1 日から、不動産の相
続登記をすることが義務となり
ました。詳細は宇都宮地方法務
局ホームページをご覧くださ
い。なお、栃木県司法書士会が
運営する「相続登記相談セン
ター☎ 0120（13）7832）」
をご利用いただきますと大変便
利です。問宇都宮地方法務局栃
木支局

シルバー人材センター入会説明会
時①北部事業所　栃木市西方さくらホーム 
（西方町金崎）、大平連絡所（大平町西野田）、
南部事業所（藤岡町大前）の 3会場：8月
5 日（月）13 時 30 分～②栃木センター 
きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民
交流センター／入舟町）､ 岩舟連絡所（岩舟
町下津原）の 2会場：8月 6日（火）13
時 30分～対市内在住で働く意欲のある60
歳以上の方。お住まいの地域の事業所へ（入
会を希望される方は必ず入会説明会にご出席
ください）問栃木センター☎（23）4165
／南部事業所☎（62）1534 ／北部事業
所☎（92）8390 ／大平連絡所☎（43）
0155／岩舟連絡所☎（55）8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時①きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市
市民交流センター／入舟町）1階西側（シル
バー人材センター作業室前）：8月21日（水）
9 時～12 時（申込みは 11 時 30 分まで）
②大平連絡所（大平町西野田）：8月28日（水）
9 時 30 分～11 時 30 分（申込みは 11 時
まで）費包丁類300円～・刈込はさみ600
円～問シルバー人材センター栃木センター☎
（23）4165／大平連絡所 ☎（43）0155

栃木県南市場 元気朝市「お盆特別開放」開催
時８月 10日（土）・12日（月・祝）・13
日（火）8時 30分～ 11時※ 11日（日）
は休市場栃木県南地方卸売市場（小山市下河
原田）対どなたでもご来場いただけます内お
盆用として新鮮な野菜・果物・魚・関連商品
等、多数取り揃えて皆様のお越しをお待ちし
ております。イベント等詳細につきましては、
市場ＨＰ（随時更新）にてご確認く
ださい。申不要問栃木県南地方卸
売市場☎0285（38）3330

放送大学 10 月生募集
　放送大学は、10月入学生を募集していま
す。幅広い世代の8万5千人以上の学生が、
大学卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で
学んでいます。心理学・福祉・経済・歴史・
文学・情報・自然科学など、300以上の授
業科目があり、テレビやインターネットで1

科目から学ぶことができます。資料を無料で
差し上げていますので、お気軽にご請求くだ
さい。申出願期間は、第1回が 8月 31日
（土）まで、第2回が9月10日（火）まで。
問放送大学栃木学習センター☎028-632-
0572

毎月勤労統計調査　特別調査のお願い
　厚生労働省では、7月 31日現在で、毎
月勤労統計調査特別調査を実施します。この
調査は、1～ 4人の常用労働者を雇用する
小規模事業所における賃金、労働時間及び雇
用の実態について全国及び都道府県別に明ら
かにすることを目的に実施しており、調査結
果は、小規模事業所の実態を示す資料として
最低賃金の改定審議等に使用されています。
栃木市では指定された一部の地域が対象とな
り、調査対象となる事業所には、8月から
9月にかけて統計調査員が訪問します。調
査票に書かれた内容は、「統計法」により厳
しく秘密が守られます。また、統計以外の目
的に用いることも固く禁じられています。ご
多忙のこととは存じますが、調査の重要性を
ご理解いただき、調査にご回答いただきます
ようお願いします。時 8月～ 9月対常用労
働者を1～ 4人雇用している事業所問栃木
県生活文化スポーツ部統計課☎028-623-
2246

『英会話講座』受講生募集

場きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市
民交流センター /入舟町）対高校生以上（市
外の方も可）定各講座20人（先着順）費協
会会員20,000円　非会員 :24,000円　別
途テキスト代※申込時に協会会員になること
も可（年会費個人2,000円、家族会員3,000
円）※都合により中止や内容が変更になる場
合があります。申 7月 29日（月）
9 時～問栃木市国際交流協会☎
（25）3792

自衛官等採用試験
　令和7年 3・4月に入隊する自衛官等を
募集します。一般曹候補生対 18歳以上33
歳未満の方※32歳の方は採用予定月の末日
現在、33歳に達していない方時受付期間：
7月 1日（月）～ 9月 3日（火）、試験日：
（1次試験）9月 21日（土）場受付時にお
知らせ自衛官候補生対 18 歳以上 33歳未
満の方※ 32歳の方は採用予定月の末日現
在、33歳に達していない方時受付期間：年

間を通して随時、試験日：受付時にお知らせ
場受付時にお知らせ問自衛隊小山地域事務所
☎0285（25）4763

個人事業税の納税について
　8月は、令和 5（2023）年中に個人で
事業を営まれていた方に、個人事業税が課税
されます。第一期分の納期限は、9月2日（月）
ですので、最寄りの金融機関等で納付してく
ださい。なお、第二期分の納付書も第一期分
と併せて発送しますので、ご留意ください。
問栃木県税事務所 個人事業税担当 ☎（23）
3414

おおひら黒大豆のオーナー募集
　黒大豆（丹波黒）のオーナーになりません
か？種まきから栽培管理までは生産者が行
い、10月中旬頃に引き渡します。オーナー
は好きな時に収穫することができます。定北
武井（きたたけい）地区150区画、新（あ
らい）地区 80 区画（1区画約 25㎡・約
50株）費事前の振込払：1区画7,000円
（振込手数料はオーナー負担）引渡し当日の
現金払：1区画 8,000 円（事務手数料込）
申 9月 2日（月）まで。申込方法や費用の
詳細は問合先に電話連絡またはホームページ
でご確認ください。問社会福祉法人天成会☎
（20）0611

「実りの秋、満腹ツアー」参加者募集
時① 10月 19 日（土）～ 20日（日）　1
泊 2日②10月 26日（土）～27日（日）
1泊 2日場とちぎ海浜自然の家（茨城県鉾
田市）対①栃木県に在住の方②栃木県と茨
城県に在住の方定 120人（30組）費大人
8,200円、高校生6,400円、中学生5,500
円、小学生 5,100 円、3 歳以上 4,400 円、
3歳未満300円内さつまいも掘り、つぼ焼
きいも、地引網体験など申 8月 19日（月）
～ 9月 16日（月）まで問とちぎ海浜自然
の家☎0291（37）4004

令和 6 年度行政書士試験
内行政書士試験を実施します。受付期間：①
郵送：7月 29日（月）～8月 30日（金）
消印有効。②インターネット：7月29日（月）
9時～ 8月 27 日（火）17 時まで。試験
日：11月 10日（日）。試験場所：宇都宮
大学峰キャンパス。詳細は一般財団法人行政
書士試験研究センターＨＰを参照ください。
問一般財団法人行政書士試験研究センター☎
03-3263-7700

「災害対応人材ＢＡＮＫ」登録者募集
災害時に車を失われた方への車の無償貸

出し支援を全国の被災地で行っています。災
害時に、県内の災害現場で貸出対応を臨時
スタッフとして協力いただける方を募集しま

曜日 講座名 開催日・時間

火 初級英会話
（夜）

9/3～（全20回）
18時30分～20時

木 中級英会話
（夜）

9/5～（全20回）
18時30分～20時

金 初級英会話
（昼）

9/6～（全20回）
10時～11時30分

不動産登記推進イメージ
キャラクター「トウキツネ」
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今月の Pick Up!今月の Pick Up! 子育て応援企業子育て応援企業
　子育て支援に積極的に取り組んでいる『子育て応援企業』について知っていただくため、順次ご紹介して
いきます。　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 子育て総務課☎（21）2165

伊藤電機株式会社
業種　電気工事業、家電製品販売
取組・とちぎ女性活躍応援団取得
　　・いい仕事いい家庭つぎつぎとちぎ宣言取得
　　・子育てに配慮した有給制度を作るため社会
　　　保険労務士と相談中

渡邉工業株式会社
業種　建設業
取組・一般事業主行動計画の策定
　　・子育てに配慮した有給休暇取得の促進
　　・地域の安全安心のための活動への参加・支援
   　　 （防犯灯を自治会に要請し設置・通学路のごみ拾い）

88

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者名を記入のうえ〒328-8686栃木市役所
広報課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。※市内在住のお子さんに限ります
（締め切り）令和5年10月生まれ8月7日（水）、令和5年11月生まれ9月9日（月）※封筒に差出人住所を明記ください。

令和令和 55 年年

豊
とよしま

島伊
いお り

織ちゃん福
ふく だ

田蓮
はず き

貴ちゃん日
ひ が の

向野海
あまね

音ちゃん

竹
たけなか

中満
みつ き

輝ちゃん青
あお き

木  楽
がく

ちゃん小
こばやし

林優
ゆうすけ

輔ちゃん古
ふるかわ

川  蓮
れん

ちゃん桑
くわはら

原百
もも な

菜ちゃん熊
くまくら

倉帆
ほの か

花ちゃん

生涯学習課 ☎（21）2490　

鉋
かんな

がけのゲストティーチャー

　ある中学校の１年生は、技術科での部品加工（木工）
で、一枚板を切り出して本棚や箱、小物入れを製作して
います。その１コマで、地域にある工務店の方から木材の表面を削り滑らかにする鉋がけの仕方を学習する授業が
あります。生徒達は、鉋の歯の出具合を調整する方法や鉋がけのスピード等、実演を交えた話を熱心に聴き、教え
られたとおりに鉋がけをすると、とても上手く削ることができ、うれしそうに作業をしていました。
　また、プロの視点での作業や教え方は、教員にとっても学ぶ機会となりました。

■■ 子育て応援企業子育て応援企業 を募集していますを募集しています

　子どもが健やかに生まれ育つ環境づくりを進めるた
め、子育て応援企業を募集しています。子育てに優しい
企業として登録しませんか。
要件　次の項目のうち３つ以上に取り組んでいる (取り組も
うとする )企業
（１）仕事と子育てを両立しやすい職場環境づくり
①一般事業主行動計画の策定／②子育てをしながら就労し
やすい労働環境の整備／③子育てに配慮した有給休暇取得
の促進／④特別休暇制度の創設／⑤子育てに配慮した勤務
体制の創意工夫／⑥育児休業中の社内情報提供
（２）地域における子育てを応援する取組

①大学生、若年求職者等を対象とした就業体験 (インターン
シップ )の実施／②工場、施設等見学の受入れ／③専門技術
を活かした地域の学校行事および授業への協力／④地域の
安全安心のための活動への参加および支援
（３）独自の積極的な子育ての支援 ①その他の特色ある取組
登録期間　３年間（更新あり）
その他　登録された企業には登録証を交付します。
※年に１度、子育て支援取組実施報告書を提出していただ
き、内容を市のホームページ等で掲載することで、各企業
の取組内容を PRしています。
※登録手続きは、市ホームページをご覧ください。

問 子育て総務課☎（21）2165

畠
はたけやま

山心
ここ み

碧ちゃん 日
ひ が の

向野希
のぞみ

海ちゃん 髙
こうさか

坂  紡
つむぎ

ちゃん
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時日時 場場所 対対象 内内容 定定員 費費用 持持ち物 申申込児童館・支援センターのお知らせ児童館・支援センターのお知らせ
施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事

いまいずみ児童館
☎（27）5322
9時～17時・水曜祝日休

いまいずみ ON ステージ♪時 8月25日（日）13時30分～15時対年少さん以上定 15人（先
着順）申 7月 27日（土）～ 風船バレーで遊ぼう︕時 8月 27日（火）13時 30分～ 15時対
小学生以上定 10人（先着順）申 8月 1日（木）～★詳細、その他イベントはHPをご覧ください

そのべ児童館
☎（20）6231
9時～17時・木曜祝日休

ぺたぺたひろば時 8月 2日（金）9時30分～ 夏まつり時 8月 7日（水）10時～
陶芸小物作り時 8月 18日（日）９時30分～ 初めてのお化け屋敷時 8月 23日（金）10時～　
★その他の行事、予約等、詳しくはHPをご覧ください

はこのもり児童センター
☎（24）4034
9時～19時・水曜祝日休

バンブー水鉄砲︕時 8月 4日（日）①14時～②15時～対小学生以上18歳未満定各回8人
かんたん手作り楽器～ストロー笛～時 8月24日（土）、25（日）14時～17時対 18歳未満（未
就学児は保護者同伴）定各回20人 ☆共通事項申当日9時開始（電話可）

地域子育て支援センター（とちぎ）
☎（23）2740
9時～16時30分・土日祝日休

プチなかよしタイム時 8月 7日（水）9時30分～10時 30分場支援センタープレイルー
ム対令和4年 8月～令和5年 2月生まれのお子様と保護者申 7月 23日（火）9時～電話
にて★その他の講座の詳細はHPをご覧ください

認定こども園さくら子育て支援センター
ゆめふうせん ☎（24）3900
9時～15時・土日休

親子ふれあい給食 時 8月 19日（月）
健康相談日～双子ちゃんも大歓迎～ 時 8月 26日（月）

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ  ☎（27）8890
9時～14時・土日祝日休

サマーキッズコンサート.2「ぴあので音遊び♪♪～らんぐざーむ～」時 8月26日（月）内赤ちゃ
んが大好きな曲からママの癒しの曲まで ハーフ・1・2・3 ｔｈバースディ時 8月28日（水）ポッ
ケ広場 詳細はHPをご覧になり電話にて ☆共通事項時 10時 30分～申平日9時～15時

けやき保育園子育て支援センターきらり
 ☎（23）8905 
10時～15時・土日祝日休

映画会時 8月 8日（木）10時～11時☆ポップコーンをご用意してお待ちしております。カレ
ンダー作り時 8月 21日（水）、28日（水）10時～11時 夏の写真撮影会時 8月 23日（金）
10時～11時申受付中 ★水遊びの日もあります。詳細はHP、インスタグラムをご覧ください

とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ
☎（51）3475　10時～12時、12時30
分～15時30分・土（第1・3・5）日祝日休

サマーフェスティバル時 8月 24日（土）10時～14時場保健福祉センター検診ホール対親子内
プラレール、乗用玩具、ごっこ遊び、読み聞かせ等の遊びコーナー、子ども服リサイクル申事前申込
不要  休館のお知らせ 8 月 13日（火）～16日（金）夏季休業、24日（土）別会場にてイベント

地域子育て支援センターおおひら
☎（43）1134
9時～16時・月曜祝日休

ツインズサロン時 9月 5日（木）対双子ちゃんと保護者申 8月７日（水）～ ころころ広場時①9月
10日（火）②9月17日（火）申8月9日（金）～ ベビーマッサージ時9月12日（木）申8月7日（水）
～ あかちゃんサロン時 9月 19日（木）または26日（木）申 8月 7日（水）～ ★詳細はHPにて

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時30分
（７・８月は18時）・月曜祝日休

ベビーマッサージ時 8月 23日（金）①10時～②11時～費 100円※初回参加者+100
円申 8月 16日（金）～ おうちでできるトレーニング教室時 9月 11日（水）10時～11
時 30分対ママ定 5人費 1,000円※託児付申 9月 4日（水）～

大平みなみ児童館
☎（43）9880
8時 30分～17時・月曜祝日休

こどもまつり時 9月7日（土）①13時～②14時10分～対 18歳未満（乳幼児は保護者同伴）
内ゲーム・工作・駄菓子・リサイクル他申 8月 1日（木）9時～ 敬老の日プレゼント作り（壁
掛け孫の手形アート）時 9月 14日（土）10時～対小学生定 10人申 8月 17日（土）9時～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
エンジェル ☎（20）0808
9時30分～14時30分・土日祝日休

大きくなったよ 時 8月 2日（金）・8日（木）・19日（月）・30日（金）10時～12時
定 15組申 7月 25日（木）9時30分～ 
★行事の詳細やその他の行事・変更等はフォレストキッズ保育園HPをご覧ください

認定こども園おおひらふじ幼稚園地域子育て支援
センターおおひらふじ ☎（43）3665
9時～14時・土日祝日休

みずあそび時①8月6日（火）10時～②8月27日（火）10時～費無料持水着や着替え、
タオル等を持参ください申不要 ★雨天時は内容を変更して実施します。初参加時は登録があ
りますので、お早めにお越しください

地域子育て支援センターふじおか
☎（62）5011
9時～16時・土日祝日休

わくわくタイム 水遊び時 8月 1日（木）、2日（金）10時 30分～ 歯科衛生士さんのおはなし
時 8月 9日（金）10時～11時 30分 骨盤ケア時 8月 23日（金）10時 30分～ 食育出前
講座時 8月 30日（金）10時30分～☆共通事項申 7月 25日（木）9時～ ★詳細はHPにて

ふじおか幼稚園子育て支援センター 
もりのカフェ  ☎（61）1152
10時～15時・土日祝日休

あかちゃんサロン時 8月 28日（水）10時30分～対妊婦さんから1歳前後の乳幼児内交流、相談、ベビー
マッサージ費 350円申 8月7日（水）10時～電話またはHPにて センサリーボトル製作時 8月26日（月）
10時30分～対 1歳前後～4歳の未就園児と保護者定 10組（先着順）申 8月 5日（月）10時～電話にて

バンビ幼稚園子育て支援センター
バンビーニ ☎（62）5431
9時～15時・土日祝日休

縁日ごっこ part1 ♪時8月24日（土）16時30分～費200円持室内履き 縁日ごっこ part2 ♪
時8月26日（月）10時30分～持室内履き・エコバック ☆共通事項場バンビ幼稚園内対未就園児
と保護者申事前申込は不要です。詳細はHPをご覧ください

地域子育て支援センターつが
☎（27）2122
9時～16時・土日祝日休

手形・足形・身体測定時 8月 1日（木） つがっ子・にしっ子遊ぼう会時 8月 2日（金）
えのぐであそぼう時 8月 8日（木） 親子リトミック時 8月 22日（木）申 7月 22日（月）
9時～ ★詳細はHPをご覧ください

地域子育て支援センターにしかた
☎（92）2900
9時～17時・土日祝日休

つがっ子にしっ子遊ぼう会時 8月2日（金）10時30分～ 季節の壁掛け製作時 8月7日（水）
10時30分～ 身体測定・水遊び時 8月 21日（水）10時30分～ 親子ヨガ《講師︓関

せ き ぐ ち

口 泉
いずみ

氏》
時 8月 28日（水）10時30分～対未就園児と保護者申要申込 ★詳細はHPをご覧ください

地域子育て支援センターいわふね
☎（55）7920
9時～16時・土日祝日休

ベビーヨガ時８月３０日（金）10時～対１歳６か月までのお子さんと保護者持動きやすい服
装、汗拭きタオル、飲み物、敷布として必要な方はバスタオル申８月５日（月）９時～電話受
付 ★親子で楽しめる活動をたくさん行っております。詳細はHPをご覧ください

☎（62）5431

広報とちぎ 2024.825
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集団検診集団検診（受診には予約が必須です）（受診には予約が必須です） 健康増進課　☎（25）3511

※１  上履きと下足入れ用の袋をご持参ください。
※２  9/24は受付時間が8時30分～11時となります。

集団検診日程（受付時間 7 時 30 分～ 10 時 30 分）　～１年に１回検診を受けましょう～　
月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

8

1 木 CITY GYM&SPA 遊楽々館 女

9

1 日 CITY GYM&SPA 遊楽々館 男女
4 日 栃木保健福祉センター 女 5 木 大平ゆうゆうプラザ 女
5 月 栃木保健福祉センター 男女 11 水 栃木保健福祉センター 女
6 火 大平ゆうゆうプラザ 男女 12 木 栃木保健福祉センター 男女
7 水 静和地区公民館　※1 男女 14 土 北部ゆったり～な 男女
17 土 大平ゆうゆうプラザ 女 15 日 大平ゆうゆうプラザ 男女
25 日 藤岡保健福祉センター　※1 男女 18 水 藤岡保健福祉センター　※1 男女
26 月 栃木保健福祉センター 女 20 金 栃木保健福祉センター 男女
28 水 北部ゆったり～な 女 21 土 栃木保健福祉センター 男女
31 土 栃木保健福祉センター 男女 24 火 都賀公民館　※１ ※２ 男女

25 水 大平ゆうゆうプラザ 女
30 月 栃木保健福祉センター 女

問 健康増進課 ☎（25）3511

問 こども家庭センター　☎（25）3505

　新たな健康増進計画（計画期間：R8年度～ R19年度）を策定す
るにあたり、市民の皆さまの健康に関する現状や意識を伺い、今後の
健康づくり施策を展開していくため「生活習慣等に関するアンケート」
を実施します。
　７月中旬に調査票を送付しますので、お手元に届いた方は、8月20
日（火）までに、ご記入・ご返送のご協力をお願いします。

【対象】令和６年７月１日現在で、20歳～79歳の市民3,000人（無作為抽出）

生活習慣等に関する
アンケートを実施します

対 象 令和 6年 4月 1日以降に生まれたお子さん ※ 1か月児健康診査受診時に栃木市内に住所を有する方
助成金額　お子さん一人につき５, ０００円を上限に、健診に要した費用を助成します。

※上限額を超えた分は自己負担となります。
助成方法　 ①令和 6年 4月 1日～令和 6年 6月３０日生まれのお子さん
　　　　　　➡別途申請が必要になりますので、該当される方には順次案内を発送しています。
　　　　　②令和 6年 7月 1日生まれ以降のお子さん
　　　　　　➡ 出生後、お誕生連絡票提出時に受診票を交付します。1か月児健康診査受診時に医療機関へ受診票

を提出してください。
　　　　　　　※各総合支所でお誕生連絡票を提出された場合等は、後日郵送にて受診票をお送りします。

お子さんの疾病の早期発見、早期治療および健康増進を目指し、子育て家庭を支援することを目的と
して、出生後に行われる1か月児健康診査にかかる費用の助成を7月から開始しています。

「1か月児健康診査」の費用を助成します

26



乳幼児健診・健康相談等のご案内乳幼児健診・健康相談等のご案内
★はこども家庭センター☎（25）3505
♥は健康増進課　　　　☎（25）3511

休日・夜間救急診療休日・夜間救急診療

急患センター終了後、問合先
栃木市消防本部　月～土曜日の 22 時以降 　　   ☎（22）0119
　　　　日曜・祝休日・年末年始の 21 時以降   ☎ 050-1808-9939（音声ガイダンス）　

医療機関の情報を提供。
ホームページ　「医療情報ネット」で検索

医療情報ネット

とちまる救急安心電話相談
急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
子ども　☎ 028-623-3511 プッシュ回線の場合 ＃ 8000
大人（おおむね 15歳以上）　☎ 028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃ 7119
　月～金曜 16時～翌朝10時 ／ 土・日・祝休日 24時間（10時～翌朝10時）　

1 木 金子（金子内科医院）
2 金 獨協医科大学病院医師
3 土 獨協医科大学病院医師

4 日 黒木（知）（くろき内科クリニック）
中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）/小児：獨協医大医師

5 月 石川（TMC とちのき）
6 火 大森（うづまクリニック）
7 水 黒木（知）（くろき内科クリニック）
8 木 金子（金子内科医院）
9 金 獨協医科大学病院医師

10 土 野崎（野崎医院）

11 日 獨協医科大学病院医師
橋本（義）（橋本腎内科クリニック）/小児：獨協医大医師

12 月 黒木（茂）（くろき内科クリニック）
石川（TMC とちのき）/小児：獨協医大医師

13 火 古清水（なかつぼクリニック）
14 水 黒木（知）（くろき内科クリニック）
15 木 青木（虎）（青木医院）
16 金 獨協医科大学病院医師
17 土 江口（えぐち内科クリニック）

18 日 金子（金子内科医院）
中野（中野病院）/小児：獨協医大医師

19 月 石川（TMC とちのき）
20 火 大門（大門内科医院）
21 水 黒木（知）（くろき内科クリニック）
22 木 金子（金子内科医院）
23 金 獨協医科大学病院医師
24 土 前田（城西病院）

25 日 青木（虎）（青木医院）
渡辺（わたなべ内科循環器科クリニック）/小児：獨協医大医師

26 月 石川（TMC とちのき）
27 火 獨協医科大学病院医師
28 水 秋元（秋元クリニック）
29 木 金子（金子内科医院）
30 金 小林（こばやしクリニック）
31 土 青木（虎）（青木医院）

お盆期間の休日歯科診療
事前に電話連絡のうえ、受診してください。
診療時間 ９時～ 12 時、13 時～ 15 時

診療日 診療場所 電話番号
８月 12 日（月） 早川歯科医院（城内町２丁目） ☎ (22) ７３０８
８月 13 日（火） 町田歯科医院（藤岡町藤岡） ☎ (62) ２４３９
８月 14 日（水） 大平デンタルクリニック（大平町下皆川） ☎ (43) ８２１４
８月 15 日（木） 石川歯科医院（嘉右衛門町） ☎ (24) ６９２６

栃木地区急患センター（境町）　☎（22）8699
診療時間等　平日（月～土）　　　　　　　内　科 19 時～22 時
　　　　　　休日（日曜日、祝休日、年末年始）　内　科   9 時～21 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　外　科   9 時～17 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小児科 18 時～21 時
　※必ず、受診前に電話確認をお願いします。症状によりお越しいただく
　　時間や注意点をお伝えします。
　　 当番医（右表）は変更になる場合もあります。症状によっては、急患セ

ンターでの対応が 困難な場合があります。
　※ 受付は、診療時間終了30 分前までにお済ませください。

♥健康相談・栄養相談・禁煙相談
食生活や生活習慣の見直し、禁煙などについて、管理栄養士や保健師がご相談に応じます。相談場所や日時などはご相談ください。
お電話でもお受けします。

♥こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜 日 会 場 相 談 時 間

8 20 火 大平ゆうゆうプラザ
① 13 時 30 分～ 
② 14 時 30 分～ 
③ 15 時 30 分～

★子育て相談（乳幼児）
※ 10 時～ 11 時の間に会場に直接お越しください。

育児相談、離乳食・幼児食相談、
歯科相談、身体計測、親子あそび

8 月 1 日（木） 栃木保健福祉センター9 月 5 日（木）

★離乳食教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

離乳食の進め方、与え方、各月齢
のお口の様子、歯みがきの仕方 9 月 27 日（金） 栃木保健福祉センター

8月の当番医師（栃木地区急患センター）　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診療を行うものです。急病で
はない患者さんは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急診
療の正しい利用をお願いします。

★プレパパ教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

0 歳児を子育て中の先輩パパと 
プレパパの情報交換、交流会 8 月 25 日（日） こどもっちパーク

（大平町下皆川）

★８月の乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。
日 曜日 地域（会場）
４か月児健診
２ 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
9 金 栃木（栃木保健福祉センター）

30 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
９か月児健診
2 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
8 木 栃木（栃木保健福祉センター）

30 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
１歳６か月児健診
7 水 栃木（栃木保健福祉センター）

23 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
28 水 栃木（栃木保健福祉センター）
3 歳児健診
6 火 栃木（栃木保健福祉センター）

22 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
27 火 栃木（栃木保健福祉センター）

広報とちぎ 2024.827



文化会館文化会館

図書館図書館

時日時  会会場  対対象  内内容  演出演  定定員  料料金  チチケット  申申込

時日時  会会場  対対象  内内容  演出演  講講師  定定員  料料金  申申込

栃木図書館　☎ 22 ‐ 3542 
9 時 ~19時 30分／休館・金

おはなしひろば【読み聞かせ】
時① 8 月 10 日（土）② 24 日（土）各
日 10 時 30 分～ 11 時内①②季節のお
話をご用意してお待ちしております演おは
なしボランティア『りんごの会』
怪談ナイト【怖い話の読み聞かせ】
時① 8 月 8 日（木）② 22 日（木）各日
18 時 30 分～ 19 時 15 分内①②夏とい
えば「怪談」。怖いお話で涼しくなりませ
んか演おはなしボランティア『りんごの会』
子ども映画鑑賞会
時 8 月 24 日（土）① 14 時～ 14 時 30
分② 15 時～ 15 時 30 分③ 16 時～ 16
時 30 分内ふしぎ駄菓子屋銭天堂定 15 人

大平図書館　☎ 43 ‐ 5234 
9 時 ~19時 30分／休館・月

絵本の読み聞かせ
時① 8 月 3 日（土）14 時～ 14 時 30 分②
9 日（金）③ 23 日（金）各日 10 時 30 分～
11 時④ 24 日（土）11 時～ 11 時 20 分
対①④幼児、小学校低学年向け②③幼児向
け内①④きせつの本ほか②③てあそび、わ
らべうたなど演①②③ボランティア『おは
なししゃぼんだま』④図書館スタッフ
サタデーシネマ
時 8 月 31 日（土）14 時～ 15 時 30 分

対一般内映画「剣樹抄 4」（原作：冲方丁）。
若き徳川光圀公（山本耕史）が、父を殺され
た無宿の少年とともに、明暦の大火の火付
け一味を追う！光圀公と一味の最期の戦い
が始まる申 8 月 10 日（土）から受付開始

藤岡図書館　☎ 62 ‐ 4889 
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 8 月 3 日（土） ② 17 日（土）各日
14 時～ 14 時 30 分内①紙芝居「コッコ
おばさんのおばけのアイスクリーム」ほか
②紙芝居「なかよしひゅるるん」ほか演ふ
じおかおはなし会『コロポックル』
移動科学教室「『星空サイコロ』を作って、
『星空のものがたり』を聞こう」
時 8 月 25 日（ 日 ）10 時 30 分 ～ 12
時対小学 1 ～ 3 年生（４～６年生も可）
内星図のサイコロを作り、星空についての
お話を聞きます。講栃木県子ども総合科学
館職員定 15 人申直接来館または電話

都賀図書館　☎ 28 ‐ 0806 
9 時 ~19 時 30 分／休館・月

スタッフおはなし会
時 8 月 25 日（ 日 ）14 時 ～ 14 時 20
分内紙芝居「じいとてんぐのとりかえっこ」
演図書館スタッフ

図書館西方館　☎ 92 ‐ 2512 
9 時 ~19 時 30 分／休館・月

ねこ探偵の図書館クイズチャレンジ
時 7 月 20 日（土）～ 8 月 31 日（土）
対小学生以下内図書館内に隠されたクイズ
に答えてスタンプを２つ集めるとプレゼン
トがもらえる！
ゆうやけ♪かみしばい
時①8月2日（金）②9日（金）③16日（金）
④ 23 日（金）⑤ 30 日（金）各日 16
時～ 16 時 30 分内夏の夕方に紙芝居はい
かがでしょうか。3 日分参加した方には手
作りグッズプレゼント！演図書館スタッフ

図書館岩舟館　☎ 54 ‐1900 
9 時～19 時 30 分／休館・月

児童書と絵本のリサイクル
時① 7 月 27 日（土）② 28 日（日）各
日 9 時～ 19 時③ 30 日（火）9 時～ 16
時会岩舟公民館会議室 5 内図書館で使わ
なくなった児童書や絵本を配布します。何
冊でもご自由にお持ちいただけます。持ち
帰り用の袋等はご持参ください
おはなし会
時 8 月 24 日（土） 14 時～ 14 時 30 分
会岩舟公民館会議室 5 内大型絵本「いつ
もいっしょに」ほか演いわふねおはなし
キャラバン

とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）　☎ 23-5678

ウルトラ 6 兄弟 THE LIVE  ウルトラマン編
～小さな勇気と絆の力～

　ウルトラ 6 兄弟とウルトラマンアークが栃木のステージ
に集結！怪獣や星人との迫力あるアクションと感動のス
トーリーで贈ります。ウルトラヒーローと一緒に写真が撮
れる「ウルトラショット」も開催。（有料）時 10 月 6 日

（日）1 回目：11 時開場 11 時 30 分開演　2 回目：14
時開場 14 時 30 分開演会大ホール対 3 歳以上有料※３歳
未満のお子様は、保護者 1 名につき 1 名まで膝上に限り無
料（お席が必要な場合は有料）※車いす席をご希望のお客
様は、事前にお問合せください料全席指定　一般：3,300
円　セット券（4枚セット）：12,000円チ好評発売中！（※）（※）

ORANGE RANGE LIVE TOUR 024
　2003 年にメジャーデビューし、「上
海ハニー」「花」他、多数のヒット曲を送
り出し、現在も沖縄を拠点に活動する５
人組ロックバンド「ORANGE RANGE」
のライブを開催します。

時 11 月 23 日（土・祝）16 時 30 分開場 17 時開演会大ホール
対小学生以上有料※未就学児のご入場は、同行保護者の座席の
範囲内で、周りのお客様のご迷惑にならないようにご覧くださ
い。（お席が必要な場合は有料）料全席指定 6,500 円チ 8 月
17 日（土）発売開始（※）（※）（初日のみ窓口：10 時～、電話予約・
オンライン：13 時～）

（※）（※）市内 3 文化会館・文化会館ホームページ、チケットぴあ、ローソンチケット、イープラス（ORANGE RANGE、ウルトラ６兄弟）

大平文化会館　☎ 43-5232

       海援隊トーク＆ライブ 2024
　俳優、歌手、タレント、司会者、作詞家と
して、現在も活躍し続けている武田鉄矢率
いるフォークグループ・海援隊のトーク
＆ライブを開催します。時 12 月 21 日

（土）15 時 15 分開場 16 時開演会ホー
ル対未就学児入場不可料全席指定 6,000 円チ 8 月 4 日（日）発売
開始（※）（※）（初日のみ窓口：10 時～、電話予約・オンライン：13 時～）

ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」
　世界の 3 大ピアノの 1 つ「ベーゼンドルファー」
を無料開放。プログラムを配布する発表会スタイル
で開催します。時 9 月 8 日（日）9 時 30 分開場 
10 時開演会ホール対ピアノを弾ける小学生以上定
50 組（先着順）料無料申所定の申込書を大平文化
会館へ提出（窓口・郵送・FAX）7 月 28 日（日）
9 時～ 8 月 18 日（日）17 時 30 分
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スポーツ課 ☎（25）0930NEWSNEWS
栃木市民スポーツ応援団 栃木市民スポーツ応援団  ストロベリーハーツストロベリーハーツ 

メンバー募集中！メンバー募集中！
Ｘ（旧Twitter） 入会フォーム

企画展「夏にたのしむ器  竹のかたち×陶のいろ」関連イベント
学芸員によるキッズギャラリートーク
日時　８月24日（土）14時～14時 30分
場所　展示室Ａ
対象　小学生
費用　無料（保護者は要当日の企画展観覧券）　　

問 栃木市立美術館 ☎（25）5300

企画展は 9月 23日
（月・振休）まで開催

学芸員によるギャラリートーク
日時　８月25日（日）、9月21日（土）
　　　14時～（30分程度）
場所　展示室Ａ
対象　どなたでも
費用　無料（要当日の企画展観覧券）　　

講演会「東の琅玕齋×西の竹雲斎」
２人の講師が 30 分ずつ、本市ゆ

かりの竹工芸家・飯塚琅玕齋と大阪・
堺を拠点にする初代から四代まで
の田辺竹雲斎の作品の魅力につい
て語ります。

講師 鈴
す ず き

木 さとみ  氏（栃木県立美術館主任研究員）
　　　島

しまざき

崎 慶
け い こ

子 氏（菊池寛実記念 智美術館主任学芸員）
日時 ８月 31 日（土） 14 時～ 15 時 30 分
場所 きららの杜とちぎ蔵の街楽習館 （栃木市市民交流センター
　　　／入舟町）大交流室
対象 どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　50 人（先着順）　参加費 無料
申込　８月２日 ( 金 ) 10 時～電話にて

お茶席（椅子席）
椅子席でお菓子付き抹茶を召し上がれます。
日時 ９月15日（日） 10時～15時
場所 多目的室（つなてみち）
対象 どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
お茶券 1人 500円（抹茶とお菓子）
※簡単なお点前体験もできます。
　受付時にお申し出ください
※お菓子がなくなり次第、終了となります

栃木さくらカップ  開催
　８月24日（土）、エイジェックスポー
ツ科学総合センターにて、栃木市杯第４
回栃木さくらカップ2024が開催され
ます。今回は「BASEBALL フェスティ
バル」として、ストラックアウト、ティー
バッティング、　ボール遊びなど、経験
や年齢、性別問わず、誰もが 1日野球
を楽しめるイベントです。ぜひお越しく
ださい。なお、詳細は栃木さくらカップ
のホームページ（上記２次元コード）を
ご覧ください。

エイジェック女子硬式野球部 宇都宮ブリッツェン

ジュニア育成チーム入団体験会  開催
　９月14日（土）、わたらせサイクル
パークにて、宇都宮ブリッツェンの育成
チーム「ブリッツェン☆ステラ」の入団
体験会を開催します。参加費は無料。対
象は栃木県内在住の小学校４～６年生。
24インチサイズ（適合身長 135㎝～
150㎝）のキッズ用ロードバイクの貸
出もあります。なお貸出は台数に限りが
あります。詳細・申込は、宇都宮ブリッ
ツェンのホームページ（上記２次元コー
ド）をご覧ください。

栃木シティフットボールクラブ

赤津小学校訪問  親子サッカー教室  開催
　６月５日、栃木シティが、地域貢献事
業の一環として、赤津小学校にて、親子
サッカー教室を開催しました。児童や保
護者ら５２名が参加し、パスやドリブル
の練習、親子混ざってのミニゲームを実
施し、元気いっぱいにボールを追いかけ
ました。
　また、栃木シティでは、子どもたちに
プロスポーツへ夢と憧れを持ってもらう
ため、市内の小学生を対象として、ホー
ムゲームを無料で観戦できる、スタジア
ムへの招待企画も実施しています。ぜひ
観戦にお越しください。
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Editor's Editor's NNoteote 編集後記編集後記 市の最新情報はWebで！市の最新情報はWebで！

Instagram

公式HP Facebook

YouTube

Ｘ（旧Twitter）

次号
広報とちぎ9月号は

 各自治会への配布のほか、市内の公共施設、コンビニエンスストアなどの協力店
舗に設置しています。市ホームページや広報紙配信サービスもご利用いただけます。8月 20日（火）発行

　皆さんは県民の日の「東武宇都宮
線フリー乗車 DAY」を満喫しまし
たか？私は、野州大塚駅のお披露目
式の取材に行った帰りに、せっかく
なのでいくつかの駅を巡ってみまし
た。マルシェやキッチンカー、グッ
ズの配布などがあり、とても楽し
かったです。おもちゃのまち駅でも
らったガンダムマンホールカード
が、私の1番のお気に入りです。（関）

　
６
月
中
旬
、
つ
が
の
里
で
は
ハ
ス
の
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
見
頃
は
６
月
中
旬
か
ら
７
月

上
旬
頃
。
ハ
ス
の
花
は
早
朝
に
咲
い
て
昼
前
に

は
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
水
面

が
見
え
な
い
ほ
ど
に
重
な
り
合
っ
て
広
が
る
ハ

ス
の
葉
の
間
か
ら
、
細
く
伸
び
た
茎
の
先
に
白

や
ピ
ン
ク
の
美
し
い
色
の
花
び
ら
を
大
き
く
咲

か
せ
ま
す
。
開
花
の
時
間
帯
に
は
写
真
を
撮
る

多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
が
の
里
の
ハ
ス
が

　
　
　
　  

綺
麗
に
咲
き
ま
し
た

　
６
月
22
日
、「
太
平
山
と
ち
ぎ
あ
じ
さ
い
ま

つ
り
」
会
場
に
お
い
て
、
大
平
町
観
光
ぶ
ど
う

園
協
議
会
に
よ
る
、
ぶ
ど
う
の
試
食
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に
恵
ま
れ
た

当
日
は
、
ハ
ウ
ス
育
ち
の
巨
峰
20
キ
ロ
、
約

４
０
０
人
分
を
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

試
食
を
楽
し
ん

で
い
た
方
か
ら

は
、
ぶ
ど
う
を
口

に
入
れ
た
途
端
、

甘
い
！
と
の
声
が

た
く
さ
ん
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
観

光
ぶ
ど
う
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
を
、
市

内
外
の
方
へ
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

観
光
ぶ
ど
う
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

８月は怪談の季節です
が、皆さんはお化け屋敷は
お好きでしょうか。私は苦

手です。乗り物に乗るタイプのお化
け屋敷は、乗ってるだけなので平気
ですが、恐ろしいのは、歩いていく
タイプです。怖すぎて、今まで何度
もお化け屋敷の非常口から脱出し
ています（笑）。お化け屋敷に限ら
ず、非常口の確認は大切ですね（塚）

「栃農庭園」をご覧ください
　市役所の４階には、栃木県立栃木農業
高校の生徒が整備している「栃農庭園」
があります。農業土木の学習の一環とし
て、生徒たちがアイデアを出し合い、作
庭や管理作業を行っています。現在は、
「和風＋栃木市の魅力」をデザインテー
マに蔵の街や渡良瀬遊水地などを表現
し、市の魅力が凝縮された空間に整備さ
れています。市役所にお越しの際は、地
元の高校生が手掛けた風情ある庭をぜひ
お楽しみください。

小学生の市役所見学でも
大人気のスポットです！▶

▲生徒達による管理作業の様子

▲多くの来場者に、「大平のぶどう」を味わってもらいました

▼大平町観光ぶどう園協議会の皆さん

▲ハス池の様子
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　6月 9日、西方公民館の駐車場において、栃木地区交通
安全協会西方支部女性部会による花いっぱい運動として、ニ
チニチソウを植える作業が行われました。22名が参加し、
交通安全の標語入り
のプランターに手際
よく植えられ、地
域内の市の施設を始
め、小中学校やこど
も園、駐在所などに
設置されました。

花いっぱい運動で交通安全を呼びかけました

ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
！

　
　
　
　
小
野
寺
か
る
た
大
会

八木節祭り
　６月９日、藤岡公民館駐車場特設ステージにおいて、ハートラン
ドまちづくり隊主催八木節祭りが盛大に開催されました。当日は、
八木節の演奏に合わせ歌や踊りが披露され、多くの来場者も一緒に
輪になって踊るなど盛
り上がり、一足早い夏
祭りを満喫していまし
た。お祭りを通じて地
域の活性化、伝統文化
の発展に繋げていきま
す。

　

６
月
８
日
、
小
野
寺
か
る
た
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
披
露
目
さ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
小
野
寺
か
る
た
」
は
、
岩
舟
我
が
事
・
丸

ご
と
事
業
小
野
寺
北
地
域
協
議
体
の
ふ
る
さ

と
小
野
寺
か
る
た
部
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て

制
作
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
た

く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
、

か
る
た
を
楽

し
ん
で
い
ま

し
た
。

▲多くの来場者で賑わっている会場

▲子どもと大人が一緒に楽しみました

▲夜のやぐらの上で八木節を演奏しています

▲小野寺小の児童の絵もあります

▲作業の様子
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山
やました

下千
ち ひ ろ

尋 さん

大
おおしま

島秀
ひでのり

則 さん

　ハート形に水をたたえた谷中湖。釣りやカヌー、一昨
年の「いちご一会とちぎ国体」ではボート競技なども行
われた、市民の憩いの場です。
　その南端に建つ貯水池機場の屋上。私、大島秀則（写
真上の左）は、利根川上流河川事務所の流域治水課長で
す。本来の役割は、首都圏に生活用水を供給する貯水池。
広さ約4.5㎢、周囲約9.2km、総貯水容量2,640万㎥。
ハート形が丸ごと日本初の「平地型ダム」なのです。
　眼下に見える水門のポンプを機場内で操作（同下）し、
「水がめ」の水位は刻々と変わります。大きく下げるの
は年２回。「洪水期」に備えて 7～ 10 月は約半分に。
年明けから３月末は「干し上げ」（同下の右）。全て放流
して底まで日に当て、かび臭などを防ぎます。では、６
月初めの今は？　満杯から、一気に減らす時期です。日々
の調節は、４か所の電光掲示板でお知らせします。
　私、山下千尋（同上の右）は技官です。手に持ってい
るのが、谷中湖のダムカード。その「平地型ダム」には、
こんなメリットが－－。利根川水系のダムの最下流に位
置し、水を約５時間で首都圏まで届けられます。集水面

積が広く、少ない雨でも安定して貯留します。そして、「治
水」の支援も。令和元年台風１９号で、遊水地は史上最
大の洪水貯留量を記録しました。水位を下げていた谷中
湖も貯留増に役立ったのです。
　ヨシ原や湖沼、広い空、と様々な舞台を生かし、洪水
を貯める治水や利水、陸水空のスポーツ・レジャー、豊
かな自然の散策など、多
彩な役割が花開く遊水
地。これからも皆さまの
手でさらに「賢明な利活
用」の輪を広げてくださ
い。同課は（☎０４８０
-５２-３９５８）。

水のスポーツも楽しめる、生活用水の供給基地

ハート形の水がめ
Vol.59Vol.59
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